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日 本藻類学会 々則 、J・

第 1条 本会は日本務類学会と称する。

第 2条 本会は藻学の進歩普及を図り，併せて会員相互の連絡並に親雄を図ること

を目的とする。

第 3条 本会は前条の目的を達するために次の事業を行う。 .

1. 総会の開催 (年十回)

2. 藻類に関する研究会，講習会，採集会等の開催 4

3. 定期刊行物の発干tJ

4. その他前条の目的を逮するために必要Eな事業
第 4条 本会の事務所は会長のもとにおく。

第 5条 本会の事業年度は4月1日に始り，翌年3月31日に終る。

第 6条 会員は次の3穫とするn

1. 普通会員(藻類に関心をもち，本会の趣旨に賛同する個人叉は団体で，役員

会の承認するもの)。

2. 名誉会員(談学の発達に貢献があり，本会の趣旨に賛同する個人で，役員会
の推泌するもの)。

3. 特別会員(本会の趣旨に賛同し，本会の発展に特に寄与した個人又は団体で，

役員会の推成するもの)。

第 7条 本会に入会するには，住所，氏名(団体名).職業を記入した入会申込書を

会長に差出すものとする。

第 8条 会員は毎年会批300円を前納するものとする。但し，名誉会員及び特別会

員け、会費を要しない。

第 9条 本会には次の役員をおく。

会長 1名。 幹事若干名。 評議員若干名。

役員の任期は2ヶ年とし重任するととが出来る。但し，都議員は引続き 3期選出さ

れることは出来ない。

役員選出の規定は別に定める。(附則第1条~第 4条)

第 10条 会長礼会を代表し，会務の全体を統べる。幹事は会長の窓を受けて日常の

会務を行う。

第 11条 評議員は訴訟員会を-1;'.こア1，.会の要務に関し会長の治聞にあづかる。評議

員会は会長が招集し.また文書をもって これに代えるととが出来る。

第四条 本会は定期刊行物「藻類」を年3回刊行し，会員に無料で頒布する。

(附Jllj}

第 l条 会長は総会に於いて会員'=1='より選出される。幹事は会長が会員中よりこれ
を指名する。

第 2条 評議員の選出は次の二方法による。

1. 各地区別!仁会員中より選出される。その定員は各地区 1名とし，会員数が50

名を越える地区では50名までごとに1名を加える。

2. 総会に於いて会長が会ご出より若干名を推薦する。但し， その数は全言平議員

の 1/3を越えることは出来ない。

地区望日jは次の 7地区とする。

北海道地区。東北地区。関東地区(新潟，長野，山梨を含む)。中部地区(三重を含む)。
近畿地灰。中国 ・ 四国主~.灰。九州地|又 (ìq '織か合計)。

第 3条 会長及び幹事は評議員を兼任することは出来ない。

第 4条 地区選出の評議員に欠員を生じた場合は，前任者の残余期間，次点者をも

って充当する。

第 5条 本会則は昭和33年10月26日より施行する。
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珪 操 類 図 説 (2) 
津 村孝 平持

K. TSUMURA: Al1I1otated micrographs of diatoms 
from the author's collectioI1. (2) 

4) Mastogonia crux EmmNBERG， 1844. PI. III， fig. 1~3. 

V AN HEURCK， Syn. Diat. Belg.， Pl. LXXXIII， ter， fig. 1; VAN HEURCK， 

Treat. Diat.， p. 502， fig. 247; MOLLER， Diat.-Prap.， Taf.' IX， Linie 14， Fig. 

19~20: Taf. XXV， Linie 8， Fig. 5-8; WOL工E，Diat. N. A.， Pl. LIX， fig. 1 ; 

LEIぜBURE，Atlas pour la det巴rm.des Diatom白s，Pl. II， fig. 5 ;津村・三友，

特殊形態珪藻数例 (1)，p. 12， Pl. 1， fig. 1~2 

1時計皿を 2枚向き合せたような形で無色透明。正面は|略ぽ円形。その中

央から周縁!と至る 5~7 本あるいはそれ以上の放射状稜線があり ， 先ず中央

から 3-4本が放射状lζ出で， まもなく分岐し， おのおのが大体等間隔lζ開

きながら阿縁K迷する。 ζの分岐点付近においては稜線が表面lζ強く盛り上

っている。なお正面には不顕著ではあるが微細な点紋がまばらlζ散在し，中

心の方に幾分か'A'!と存する@正百IJの直径 40-50μ，上下両読の中心間の距離

20μ。稜線の分岐のしかたにはかなり個体差がある。

ととK示した図は Nottirigham(Maryland， U. S. A.)産の化石である。

5) SlePhanogonia aclinoρlychus (EHR.) GRUNOW， 1881. 

Pl. III， fig. 8-9. 

V AN HEURCK， 1881， Syn. Diat. Belg.， Pl. LXXX， ter， fig. 2-4; VAN 

HEURCK， Treat. Diat.， p. 437， fig. 163; P ANTOCSEK， Foss. Bacill. Ung.， (II)， 

S. 77， Taf. XXIX， Fig. 411 ; WOLLE， Diat. N. A.， Pl. LXVII， fig. 6; LAPORTE 

et LEJi'EBURE， Diat. rares et curieuses， (Il)， Pl. XXVIII， fig. 200; CLEVE-

EULER， Diat. Schw. u. Finland， (1)， S. 110， Fig. 232， e-f ;津村・三友，特殊形

態珪藻数例 (1)，p. 13， PL 1，日g.4; Mastogonia actino.ρtychus EHRENBERG: 
MOLLER， Diat.-Prap.， Taf. IX， Linie 14， Fig. 17-18， 21-22: Taf. XXV， 

Linie 8， Fig. 9-12， 19: Taf. X¥な1，Linie 7， Fig. 27; GREVILLE， New and 

rare Diat.， (XVIII)， p. 2， Pl. ]， fig. 4; MOBlUS， Diat.-Tafeln， Taf.LXX， Fig. 4. 

後 横浜市立大学文迎学部生物学教室
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34 部類第8巻第2号 昭和35年8月

正面は類円形であるが往々少しく角張っているとともある。 正面の中央

lζ類円形の広い平らなとζろがあり，との部分は細かい点紋がまばらに存す

るが顕著ではなく ，ほとんど点紋がない乙ともある。この平らな部分よりも

外方は 13-30本ぐらいの稜線がある。 側面から見る と中央の平らな部分は

帽子 (hat)状K高くなっていて， 正面でその周囲に見えた部分は帽子のツパ

(ヒサジ)に該当する部分であったことがわかる。 正面からでは見えなかった

帽子の筒状部に当る部分にも稜線がある。また正面の中央の平らな部分の外

縁およびツパ状部の外縁[ζは稜線の両端lζ正面[と対して直角の方向lζ刺が存ー

するが， 正面からでは見1ßíi~ い 。 乙乙 Ir示した標本ではツパ状音ßを含めた直径

は32μ である。

乙の珪藻は化石としてのみ知られ，通常見出されるものはみな乙 ζlζ図

示したよう に，一方の殻のみになったものばかりである。本極は既存文献の

記載が明敵を欠いているので判定が難かしかったが，筆者は上記の文献のほ

かに TEMPEREet PERAGALLO (1915): Diatomees du monde entier Iζ示され

ている既知lの各産地数カ所(メ リーラシド のNottingham，同じく Calvert

County，パーグニアの Richmond，ニュー・ ジャ ーνーの AtlanticCity等)
の化石珪藻の材料から本種を検出して単語プレパラ ート としてあり，こ 乙lζ

は白木の材料から得たものと して，青森市の大柳辺沢庄のものを示した。 日

本産として新報告である。

6) Ste戸zanogoniaHanzawae KANAYA， 1959. Pl. III， fig. 6-7. 

KANA Y A， 1959， Mioc巴nediatom assemblages from the unnagawa， p. 

118， Pl. XI， figs. 3-7. 

前種lζ近似していて注意しないと混同し易い。側面から見たとき筒状部

とツパ状部の境界のととろで向状部が著しく縮れていることによって前額と

の区別ができる。正面から見たのみでは明確に区別するととは困難であるが

正面から見たと き中央の筒状部の周囲!こ見られるツパ状部のl隠が甚だ狭まく

見えるので大体区別ができる。しかし関口数の大きい対物鏡で見るときは筒

状部の上端とツパ状部とでは高きが異なるので同一焦点深度の範囲には入ら

ないからそれを別々に観察する ζ とになり，ツパ状部は筒状部の総れたと乙

ろに若いているのでツパ状部のみにピシ トを合せて観察すれば筒状部の上

端の倣は不鮮明となってツパ状部の幅もそう著しく狭くは見えない。なおツ

パ状古fiの幅が(低倍率で)せまく見える乙とにも個体差があって， 筆者の単

-2-



津村珪務類図説 (2) 35 

種プレパラ ー トlζ作つであるものでは青森市大柳辺沢産のがせまく ，弘前市

大和沢産のは広い傾向がある。 乙と[ζ図示したものは大杉11辺沢産のものでツ

パ状部の直径 四 μ， 筒状部の最も太い部分の直径 13μ， 結れた部分の直径

11μである。
ヨリノペグワ

本穫は金谷太郎氏が秋田県平沢，寄延沢】:などの珪藻土の中から検出し

て最近命名したものであるが，Steρhanogoniaという属は元来珪藻土の中か

ら化石として見出されるのみで現生種がなく ， 1つの完全なる分類学上の属

であるか，あるいは他の珪諜の休眠胞子lζすき.ないものかが未だ確実には判

っていないのであるが，現在ではその点多分の疑問があるが，乙の属名で呼

ぶより致しかたのないものなのである。 St.Hanzaωaeは前掲の St.actino-

ρtychusや次lζ掲げる Sl.ρolygona，ζ似ているが，明u(g:ζ区別がつく程であ
る。しかし後lζ掲げる Pterothecaaculeiferaや Pt.Kittonia11aなどと余ほ

ど近縁のもので，それらの形状を多少変改すると本種との板本的相違点が無

くなってしまうようである。

7) Ste.ρhanogoniaρolygona EHRENBERG， 1844. Pl. III， fig. 4~5. 

BRIGHTWELL， Rar巴 orundescribed sp. of Diat. (11)， p. 96， Pl. V，白g.8，

a~b ; MOBlUS， Diat.-Tafeln， Taf. XVIII， Fig. 8， a~b; VAN HEURCK， Syn. 

Diat. Belg.， Pl. LXXXVIII， bis，自g.16; WOLLE， Diat. N. A.， Pl. LXVII， fig. 

8， 15~16; CLEVE-EuLER， Diat. Finland u. Schweden， (1)， S. 110， Taf. V1， a; 

Mαstogoniaρolygona EHRENBERG : MOLLER， Diat.-Prap.， Taf. IX， Linie 14， 
Fig. 15~16 : Taf. XXII， Lini巴 9，Fig. 16: Taf. XXV， Linie 8， Fig. 7 ~9 : 

Taf. XVII， Lini巴7，Fig. 26. 

正面から見ただけでは大休 日• aclinoPlychus Iζ似ている。 しかし本種

の立体的構造は磁頭円錐形であって，正面の中央の類円形の部分は高倍率で

注意して鏡検すると甚だ角張っているか，または不規則lζ出入のある輪かく

をなしている。乙の外周にある放射状線のある部分は前掲の 2穫ではいずれ

もツパ状部であったが本穫では明確なツパ状部がなく ，円錐形の斜面にある

稜状線がツパ状部の如くに見えるのである。乙の円 ~!t形の n支頭部の輪かくと

稜状線の交点には各 1本ずつの小刺があり，時lζ小刺!こは!民状のものが少し

付属している。 しかし円錐形の基底の方の最外縁[ζは小刺がない。

本種も既存の文献の記載が明旅を欠いていてli([実な判定が困難である

1) 俗に米内沢王主務土産地と言っているもの。

- 3 ー



36 泌 類第8 巻 ~2 号 H日和 35 年 B 月

が筆者は既に本穏の産地として知られてい るAtlanticCity (New Jersey)， 

Redond Beach (California)， Nottingham (Maryland)， Santa Monica (Cali-

fornia)等の化石珪藻を鏡検して， とれ以外[ζ本種Iζ該当するものはないと

認めた。 Pl.III，白g.4は正面で ]utland(デ Y マーク)のMors注のもので，

日g.5は側面で Nottingham法のもので，両者共に太いβの端は直径30μ内

タトである。

8) Cladogramma californicum EI-IRENBERG， 1854. Pl. Il1， fig. 10. 

V AN HEURCK， Syn. Diat. Belg.， Pl. LXXXIn， bis， fig 8~9: V AN 

HEURCK， Treat. Diat.， p. 502，白g.246 (the figures are not of Cl. cebuense); 

WOLLE， Diat. N. A.， Pl. Lxvn， fig. 11~12 ; KANAYA， Miocene diat. assembl. 

Onnagawa， p. 87， PI. V1，自g.1.

正iliiは円形で，その周縁と中心とが極めて僅かに向くなっている。正面

の周縁から中央に向って 25~30 本内外(一定しない)の稜線があって， 稜線

は低倍率で見ると周綾部の方が明瞭であるが 1-1コ心部近くでは不明瞭となって

消失しているように見えるが，関口数の大きい対物銃を用いて注意して見る

と数個の不規則で不完全な網目状になっている。筆者の ζζ に示した標本で

は直径14μ である。文I}jkの記録している図には側面観的(梢や斜めに見た)

な図もあるが筆者の得た標本はいずれも一方の殺のみになっているもので初

めに記したように周縁と中心部とが僅かに高さが異なるだけで特に側面の図

を掲げても無意味と考えたのでそれは省略した。

本種は最近金谷太郎氏が背森県弘前 rl1大和沢の化石珪Ei~として報告して

いる。 ?在者も同所産の標本も持っているが，ことに図示したのは背森市大柳

辺沢産の珪藻土から得たものであり，乙のほかにSantaMonica (California)， 

Richmond (Virginialには本租が既[ζ産するととが知られていて "有者は上

記の日本庄の本穫の楳本をf号、る以前ーにこの 2jJ所の材料中lζ本;mを見ている

のでそれら と比'1安して日本産のものも木麗と決定した。

9) Plerotheca danica GRUNOW， 1881. Pl. I!I， fig. 11~12. 

Ste.ρhanogonia (Pterotheca?J danica GRUNOW， 1881， in V AN HEURCK， 

Syn. Diat. Belg.， Pl. LXX1II， bis， fig. 7 ~8; KITTON， Diat. deposits from 

]iitland， (II)， p. 169， Pl. XIII， fig. 4~5 ; MOLLEH， Diat.-Prap.， Taf. Vl， Linie 

5， Fig. 8-11 : Taf. XXVIII， Linie 3， Fig. 15~16， 19-20; PELLETAN， Diato-

mees (II)， p_ 118， fig. 374; Pyxilla danica，津村・ 三友，特殊形態珪藻数例
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津村:珪泌 類 図説 (2) 37 

(II)， p. 8， Pl. II， fig. 28 ; [誤認]KANAYA， Eocene Diat. Mt. Diablo area， Cali-

fornia， p. 112， Pl. VIII，日g.5-7，9 tSci. Rep. Tohoku Univ.， Second Ser.， 

Vol. 28). 

正面は円形(三角形やだ円形に類似している乙とは先ずほとんどない)

で側面から見た葦殻はロ ート 形に中央が著しく突出している。 正面には 5-

数本の放射状の稜線があって，正面の周縁から生じて中央の ロート 形の先端

まで達している。稜線の聞のスペースは自然のままではとの部分が斜面であ

るため低倍率で大体の機子は見えるが高倍率では被殻を破かいしないと詳細

なる構造が観察できない。故意、に破かいさせて扇形の破片として泊浸対物銃

で観察する と， 稜線の聞には微小な粒状の構造があり， 粒状構造は 1-数個

ずつ 1チIJle:並んで直線または曲線をなして，甚だ不規則であるが概して放射

状になっている。また粒状構造の聞には正面の周縁から生じて中心の方{ζ向

っているが多少ゆるやかに湾曲し，中心まで達しないで中途で消失する線状

の無彫刻部がある。 正面の直径40-60μ くらいが普通で， 筆者が乙 ζ[ζ示

した標本では 60μ である。

本種は }utlandの Mors産の化石珪藻として命名せられたものであり，

筆者の標本もその産地の材料から作ったのである。

本種は従来の文献には Steρhanogoniad.としてあるが， 今回乙乙 lζ一

括して掲げた 4)-16)の各珪藻はその一見した形状にはおのおのかなりの相

違があるが分類学的には互にかなり近似した特徴をもっているのであって本

種は被殻の概形からいえばpyxillaであるが稜線が著しい点などを重要視す

ると Stethanogoni aとする乙とも考えられる。しかし Slφhanogoniaは正

面の中央lζ広い平らな部分があるので Mastogoniaと区別したのであるが，

本穫を Mastogoniαとする ζ とはどう三与えても妥当でない。それで pyxilla

裂のもので稜線が明らかにあるものを Pterothecaという属に一括する と都

合がよいので筆者はそうする乙と Kした。 pyxillad.という学名は pyxilla

の属徴を広義lζ採った場合であるから無論根本的な間違いではないので， 余

り多くの属名を作らない目的ならばそれでもよい。

上lζ掲げた文献の中で金谷氏のはその学名も，また金谷氏がその論文中

lζ引用している文献等はいずれも本種(乙乙 lζ図示した珪藻)のであるが，

そ乙で金谷氏が図示解説している珪藻は乙 ζ[ζ図示した珪言葉とは全く別種で

ある。それについては Pi.carinifera の項を参n~されたいu
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10) Pterotheca subulata GRUNOW， 1881. Pl. IV， fig. 1-2. 

GRUNOW， 1881， VAN HEURCK， Syn. Diat. Belg.， Pl. LXXXII1， bis， fig. 6; 

MOLLER， Diat.-Prap.， Taf. VI， Linie 5， Fig. 35; WOLLE， Diat. N. A.， PI. 

LXV，自g.19

被殺は円柱状で正面はほとんど円形である。上波は引延ばされた如く一

端が細くなっていて，ζ の納くなり初める附近から先端まで細い稜線が有ーす

る。 正面から見ると針状の中心部から周縁IC向って大体等間隔に 5-6本の

稜線がある乙とがわかる。 円柱状の部分lζは1-2カ所'C節の如く干liや太く
なっていると乙ろがあり，この部分の下殺はかえって細くなっていて，上下

両殻の壁の聞に間|療ができている。 また円柱部の長さは(太さに比 して)か

なり長短の個体変異がある。また針状部は円柱部の民殻J!4hの延長線上にある

が，多少偏心していたり，また若干傾斜している乙とも多い。

乙こに図示した Pl.IV，日g.1は青森市大柳辺沢j宅の遊藻土から得たもの

で， 円柱部の直径は 14μ で， 乙の材料中には余り普通ではないが甚だ稀と

いうほどではない。また Pl.IV， fig. 2は岩手県金田一村の室長屋敷jlfの珪藻土

から得たもので，円柱部の太さに比して長さが著しく短.かい。jJJ柱部の直径

は20μであ り， 針状部の傾斜ならびに湾曲が著しい ζとなどにより低倍率

で鋭検するとき fig.1 Iこ示したものとは悲 しく異なった磁の如くに見える。

たとえば Pt.spada (BRUN et TEMP主RE:Diatomees fossiles du .lapon， p. 59， 

PI. 1， fig. 7)にやや似ている。1::1本新報知。

11) Pterotheca carinifera (GRUNOW， 1881). Pl. IV， fig. 11~12 

pyxilla carinifera GRUNOW， 1881， VAN HEURCK， Syn. Diat. B巴Ig.，Pl. 

LXXXIII， fig. 5-6; MOLLER， Diat.-Prap.， '1、af.VI， Linie 5， Fig. 12: Taf. 

XXVIII， Linie 3， Fig. 24; CLEVE-EuLER， Diat. Schweden u. Finnland， (1)， 

S. 93， Taf. VI， Fig. 9 ;津村・三友，特殊形態珪藻数例 (II)，p. Pl. II，五g27;

(?) KANAY A， Eocene Diat. Mt. Dialコ10area， p. 5-7. 

正面は類円形であって，筆者の現在まで得たものでは正面が三角形やだ

円形などをなしているものは見られない。本麗もまた化石であって完全なる

形をなしているものはほとんどないから前種の如くにその全形は判っていな

いで，その一端だけが化石として得られる。既存文1Mも余り詳しい説明を加
えていないが，本程は JutlandのMorsの化石珪深として最初IC記載された

もので，その後その他の場所からも報告が多少はある。 それで活者は Mors
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の材料中から得た本種らしきもの多数の単種プレパラ ー トに就いて検討した

結果では，本語:を側面から見ると円錐状lζ細くなっている針状部の先端が磁

形に終っていて，しかも ζ の先端部が僅かばかりが多少太くなっている。ま

た多くの場合lζ稜線の下端lζ横lζ 1本の線が被殻を一周していて， 乙の線の

とζろから各稜線が発している。ただし乙の線は非常[とよく見えることと，

余り顕著でないこととがある。注志しなければならぬことは Pt.subulatαの

下殻では上殻の裾の縁がζの位置で終っているので，Pt. subulataおよび

Pt. cariniferaの両者の実物を見ていない者がPt.subulataの下殻のTuJi片だ

けを見ると，本種と誤認する可能性がある。 しかし Pt.subulataの方には針

状部の先端が太くなっている 乙とは全くな い。 筆者がと ζ に示した標本は

Jutlandの Mors産の化石材料から得たもので，直径 16μ である。

金谷太郎氏は Pt.carinif計α と Pt.danicaとは正面の!I翁廓が前者は梢

や三角形，後者はだ円形である乙 とによって区別される旨を記している (Sci.

Rep. Tohoku Univ. S巴condSer. Vol. 28， p. 110~113， Pl. VIII，白gs.3~9) が

Pt. danica は既に ~il者が上 IC図説したように ， Pt. carinザeraとは全く混同

する筈のないほど全然異なった形態である。且つ金谷氏の掲げている図 (fig.

5~7 および 9) は Pt . danicαとしてあるが， 筆者が Pt.danicaの項に示し

たものとは一見して別物であることが判ると思う。 金谷氏の示している fig

8はPt.cariniferaの正面であるとして，三角形であり，fig.9はPt.danica 

の正面であるとしてだ円形lζ拙かれているが，乙の正面の形状を無視すれば

同氏が Pt.cariniferαとして掲げている fig.3~4 は多分 Pt . subulataで，

Pt. danica として掲げている fig目 5 ~7 は Pt. carinife1'aらしく思われるわ

ただし筆者は筆者が乙乙iC図説した Pt.subulataもPt.carinザeraも実物

証拠として苦心して，それをスライドグラス上iζ垂直lζ立てて封じた単種プ

レパラー トも保存しであるのでその正面観を顕微鏡写真を用いて示そうとす

ればできない ζ とはないけれども，Pl. IV， fig. 11を見てもわかるように，乙

のように細長いものを端面から撮影するには関口数 0.25以下の対物鏡でな

いと物体側焦点深度が浅くて到底全形を明瞭に示すものは撮影できない。ま

たそのように小さい関口数では略図程度の精度しか期待できないと思われ，

他の図がすべて凸版図である所へ僅かにそれだけのととで写真を挿入する手

数を避けて Pl.IV，白g.12 ，とその11聡図(模型図)を示して置いた。

12) Pterotheca aculeザ'eraGRUNOW， 1881. Pl. IV， fig. 13. 
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VAN HEURCK， Treat. Diat.， p. 430， fig. 151; MOLLER， Diat.-Prap.， Taf. 

XXVIII， Linie 3， Fig. 23; Pyxilla aculeifera GRUNOW in V AN HEURCK， 

Syn. Diat. Belg.， Pl. LXXXIII， bis， fig. 5; CLEVE-EuLER， Diat. Schweden u. 

Finnland， (1)， S. 93， Fig. 168， a~d: Taf. VI， Fig. r; KANAYA， Eocene Diat. 

Mt. Diablo area， Cal.， p. 109， Pl. VIII， fig. 1~2; Goniotheciurn?， KITTON， 

Diat. deposits from ]utland (II)， Pl. XIV， fig. 1~2. 

被殻は柱状で正面の輪廓は円形である。柱状の端部が民殻輸の方向lζ幾

分か長昧を帯びた球状になり，その先端!ζ 1本の針がある。また球状部には

5~6 本の稜線がある。また針の中途から球状部の周囲lζ向って薄い!院状物を

有する ζ とが多い。正而の直径は 13μ である。

本種も化石のみに見られるもので，全形の完備したものは得られていな

い。 また ζれはむしろ他の珪藻の胞子らしいとも思われているが，現在では

この学名で扱うよりほかはないようである。 ζの珪藻は ]utlandの Morsの

化石珪藻として記載されたもので，筆者が ζ ζに示したのも同所産の材料中

から得たものである。

13) Pterotheca Kittonianα(GRUNOW， 1881). Pl. IV， fig. 14. 

MOLLER， Diat.-Prap.， Taf. X， Linie 3， Fig. 13: Taf. XXVIII， Linie 3 

Fig. 2， 14; pyxilla? Kittoniana GRUNOW， in VAN HEURCK， Syn. Diat. 

B巴19.，Pl. LXXXIII，白g.1O~1l; WOLLE， Diat. N. A.， Pl. LXV， fig. 21; 

Goniothecium ?， Kitton.， Diat. deposits from ]utland (II)， P1. XIV， fig. 3. 

前種に似ているが先端lζ針状の突起がなく，球状部がもっと長l沫を帯び

ている。乙の珪藻も化石のみに見出されるもので完全なる形態を備えたもの

はほとんど見られない。ととに示した図も一方の殻のみのものであるが，前

穏(および前に掲げた Siφhanogoniaも参照)の形状から推定すれば乙乙 [ζ

掲げた図の上の方が末端であるはずであるけれども，#種が2殻組合わさっ

ている場合はむしろこの末端の方で接着しているものを見ると とが多い。 ま

たとの珪藻はその概形が前lζ掲げた SteρhanogoniaHanzawae f[類似して

いるJ惑がある。 しかしそれよりも被殻が薄い感じがする。

ここに示したのは背森市大杉1I辺沢j主珪藻土の中から得られたもので，球

状部の直径 (短径)は 14μ である。日本で新報告である。

14) pyxilla arnericana GRUNOW， 1881. 

本種も化石のみに見られるもので全形を備えた個体が得られていないの
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みでなく，文献の記載が甚だしく不明確な珪富!，:.の 1つであって，従来乙の学

名で図示されている珪藻は形態が甚だしく相違したものを含んでいる。 それ

らを全部同一学名で呼んでよいかどうかに筆者は疑問を持っているが，乙の

学名で呼ばれている珪藻は余り普通には得られないので，文献のみによって

知っていても実物を全然見ていないか，あるいは下に掲げる数積の裂の中の

1~2 の型は見ているが， 全部を見ていない人が大多数であるらしい。筆者は

次lζ掲げるものは全部自作の単種プレパラー トとして保存しであるけれども

傾体数が少ししかないので個体変異をくわしく調査するまでに至っていな

い。文献を調べても単lζ学名だけが記されている場合は果してどの型のもの

を指しているのかわからない場合がある。乙乙 t乙列挙する各型の項fζ引用し

た文献はいずれも P.ameru:anaの学名になっているが，その中から明らか

に次の各項の型のものであるととがわかるものだけを引用して置し

P. americana GRUNOW forma 1. Pl. IV， fig目 3.

GRUNOW， 1881， VAN HEURCK， Syn. Diat. Belg.， Pl. LXXXlII， bis，自g.3;

WOLLE， Diat. N. A.， Pl. LXV， fig. 17; MOLLER， Diat.-Prap.， Taf. VI， Linie 5， 

Fig. 3: Taf. XXV， Linie 8， Fig. 23. 

被殻は円柱状でその終端は円錐状lζ細くなっている。乙の円鋭部は少し

く偏心しているか，または僅かIC{I助、斜または膏曲している。 乙の円錐部とそ

れK続いて円柱部の少しが透明で，その他は微細な点紋を密tc有する。円柱

部の直径は 20μ。乙乙lζ示した図は照明光来を細くして対物鏡の有効関口数

を下げて鏡検した図である。との型のものは既存文献ではカ Dフオノレニアの

Santa Monica (V AN HEURCK)， メリー ラγ ドの Nottingham(MOLLER)の化

石珪藻として記録されているが， 筆者がこ乙に示したのはパージニアの

Richmondの化石珪藻である。

P. ame1'icana GRUNOW forma II守 Pl. IV， fig. 7. 

VAN HEURCK， Syn. Diat. Belg.， Pl. LXXXlII， bis， fig. 1~2; WOLLE， 

Diat. N. A.， Pl. LXV，自g.8， 18; MOLLER， Diat.-Prap.， Taf. VI， Linie 5， Fig. 

5: Taf. XXJII， Linie 8， Fig. 13 

前掲のものに似ているが，殻端lζ2又Iζ分岐した附属物がある。文献に

よればとの裂のものはパージニアの Petersburg(V AN HEURCK)， Boliviaの

Mejillones (MOLLER)， 日本の仙台 (MゐLLER)から化石として得られている。

BRUN et TEMP孟RE(Diat. foss. ]apon， p. 73) ICよれば口本の北海道または仙
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台2) あるいはその両所から P.americanaが得られていることになってい

るが， 学名と文献だけが示されていて， 文献は VAN HEURCK， Syn. Diat. 

Belg.， Pl. LXXXIII， bis， fig. 1-3とあり，筆者の示している forma1および

IIという乙 とになるが，乙の2者を区別してその両方共lζ見出したのか，あ

るいは何れか一方だけを実際には得ーたが，不注意lζ文献だけは両方を引用 し

てしまったのか判らない。筆者がζ 乙lζ示した図は背森市大将[1辺沢産珪藻土
オ才ワグワ

から得た もので直径 12μ である。 筆者はまた弘前市大和沢i庄の珪藻土から

もζの型のものと見てよいものを検出して保存しであるが，大和沢産のもの

は先端が3又lζ分岐していた形跡が見られる。両所共極めて稀lζ得られる。

P. americana GRm叩 Wforma III. P1. IV， fig. 6. 

MOLLER， Diat.-Prap.， Taf. XXV， Linie 8， Fig. 24; LAPORTE et LEFEBURE， 

Diat. rares et curieuses， (II)， Pl. XXV1II， fig. 201 ;津村・三友，特殊形態珪藻

数例 (II)，p. 8， PI. II，自g.26，29

乙の型のものは円錐形の頂端が短かい柄になって，その先が2回以上の

2又分岐をしている。筆者の標本では直径27μである。乙の型のものはメ リー

ラγ ドのNottingham(MOLLER)，カ リフオノレニアの SantaMonica (LAPORTE 

et LEFEBURE)の化石として記録がある。筆者が示した図は Nottinghamの化

石で余り普通ではないが極めて稀という程ではない。筆者のいままで得たも

のでは乙の型が最も多い。

P. americana GRUNOW forma IV. PI. 1V， fig. 4-5. 

MOLLER， Diat.-Prap.， Taf. V1， Linie 5， Fig. 4: Taf. XXV， Linie 8， Fig. 

25. 

乙の型は被殻が鞘や細く ，先端が著しく長い柄になっていて，その先が

2回以上の2又分岐をしている。筆者の標本では直径12-19μ である。文献

によればメ リー ラシ ドの Nottingham(MOLLER)の化石として記録されてい

る。筆者の図示したのはメ リーラシ ドの Calv巴rtCountyの化石として検出し

保存しである。また PANTOCSEKが Beitr.foss. Bacill. Ung. (1)， Taf. XXVII1， 

Fig. 283 ~[示している Szent-Péter 産のものは formaIIIとIVとの中間型

であるか，または formaIVの針状部を太く描きすぎたものであろう。目下

2) Pyxillaは海E主化石王t部であるが，仙台および宮減県下には海E主性の珪務土の産地
は現在来Tご知られていないのであって，BRUN巴tTEMPEREの論文に仙台とある
のは青森県 ・岩手県 ・秋田県等の政務土であるらしい。

- 10-



ml村 。 珪 m類図説 (2) 43 

Pantocsek が上記の論著 lζ扱っている産地の材料は 1~2 カ所だけしか筆者

の手許lζなく ，その中には不幸にして本種が見当らない。 P氏が扱っている

他の可及的多くの場所の材料も目下ハンガリ ーの知人に入手を頼んであるが

その中Kは第2次大戦f灸ハンガリ ー領でなくなった所もあるらしい。

15) Pyxilla dubia GRUNOW， 1881. Pl. 1V， fig. 9~ 10. 

GRUNOW， 1881， VAN HEURCK， Syn. Diat. Belg.， Pl. LXXX， fig. 7，8: PI. 

LXXX， bis， fig. 12(?); WOLLE， Diat. N. A.， Pl. LXV， fig. 24; MOLLER， Diat.-

Prap.， Taf. VI， Linie 5， Fig. 6~7 : Taf. XXII， Lini巴8，Fig. 18: Taf. XXV， 

Linie 7， Fig. 33: Taf. XXVIII， Linie 3， Fig. 21-22; CLEVE-EULER， Diat. 

Schweden u. Finnland. (1)， S. 93， Taf. VI， Fig. n; KANAYA， Eocene Diat. 

Mt. Diablo， p. 114， Pl. VIII， fig. 10 ;津村・三友，特殊形態珪藻数例 (II)，p. 8， 

Pl. II， fig. 28. 

被殻は円柱状で正面が円く膨出し，その中心が極めて僅かK鈍く突出て

いる。筆者の楳本では直径20μ である。

本穫は Jutlandの Mors産化石珪藻として初めに記載され，その後北欧

北米等の数カ所から報告がある。 ii'f者が図示しているのは Pl.1V， fig. 9は

Jutland産のもので，自g.10はNottingham(メリ ーランド)産のものである。

16) Pyxilla baltica GRUNOW var. antiqua (CLEVE-EULER) TSUMURA 

(emend.). Pl. 1V， fig. 8. 

pyxilla antiqua CLEVE-EuLER， 1951， Diat. Schweden u. Finnland， (1)， 

S. 93， Fig. 167: Taf. V1， Fig. 0; P. baltica GRUNOW var.: V AN HEtJRCK， 

Syn. Diat. Belg.， Pl. LXXXIII， bis， fig. 4. 

1"i主殻は甚だ細長い円柱状で終端は円鈍[ζ閉じている。活者の標本では乙

の円鈍端の中心附近に極めて小さく て不顕著な突起があるが余ほど注意しな

いと気がつかない程度のもので，本穣の特徴とするほどの乙とではないと思

う。また被殻の ~þIC横断的の方向に隔壁らしいものを描いである文献もある

が，CLEVE-EuLERが上記文献の Fig.167， b 1C示しているものにはそれが全

くない。筆者の標本lζもそれらしいものはない。直径 15μ。 ζの珪藻の基

本種 (P.baltica GRUNOW var. baltica叫)は殺に微細な点紋があるが var.

antiqua ICは関口数1.25で分解されるような点紋が全くないので区別ができ

る。

本変種は青森市大柳辺沢l主の珪藻土から極めて稀lζ検出された。日本で新
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記録である。

Summary 

The present paper c1eals with 11 species， 1 variety ancl 4 fonns of curious fossil 
c1iatoms. Every specimen of them is preservecl in the author's' collection， as Latin-

namecl slicles. Th巴yw巴recollectecl in the localities by the巴xplanationsof the 

plates. 持 Denotesnew to Japan 

Fig. 1-3. 

4-5. 

6-7. 

8-9 

10. 

11-12. 

Fig. 1-2 

3 

4-5. 

6. 

7. 

8. 

9-10 

11-12. 

13. 

14. 

Explanations of .the plates 

Plate III. 

Mastogonia crux EHRENBERG (From Nottingham， Marylancl， U.S.A.) 
Stephal1og01l1:a polygoua EHRENBERG (Fig. 4…Mors， Jutlancl， Demmark 
Fig.5 ・・Nottingham)

Stepルl1logoniaHanza即 aeKANA Y A (Oyanalコezawa，Aomori City) 
Steρhanogonia actino.ρtychu.s (EHR.) GRUNOW.:+ (Oyanabezawa， Aomori 
City) 

Cladogramma californica EHRENBERG (Oyanabezawa， Aomori City) 
Pterotheca dal1ica GRUNOW (Mors， Jutlancl) 

Plate IV. 

Pterotheca subulata GRUNOW持 (Fig. 1・・Oyanabezawa，Aomori City. 
Fig.2 ・・Kamayashiki，Kinclaichi， 1 wate Prefecture) 

Pyxilla a11附 -icanaGRUNOW forma 1. (Richmoncl， Virginia， U.S.A.) 
Pyxilla ame円canaGRUNOW forma IV. (Calvert Co.， Marylancl， U.S.A.) 
Pyxilla americana GRUNOW forma 111. (Oyanabezawa， Aomori Clly) 
乃xillaame1-icana GRUNOW forma Il. (Oyanabezawa， Aomori City) 
Pyxilla baltica GRUNOW var. alltiqua (CLEVE-EuLER勺 emencleclby 

TSUMURA (Oyanabezawa， Aomori City) 

Pyx幻zμIIμad:叫bμ1ι GRUNOW(Fi氾g.9...Mor丸 Jlitlancl.Fig. 10...Nottingham) 
Pterotheca carin俳7百 GRUNOW.(Mors， Jiitlancl) 

Pterotheca aculeifera GRUNOW. (Mors， Jutlancl) 
Pterotheca Kittonialla GRUNOW長. (Oyanabezawa， Aomori City) 

3) 基本種 (変種などに対して)そのものを示すのに， var. typlcaまたは var.genuina 

と書 く方式があり， var. tYPicaや var.g，印刷叩としてあるものはどの場合でも基

本種そのものを示すのかと思うと，実際には別の変種であることもあるようであ

る。最近は在E名と同ーの単認を11t:いて且つ命名者名を::Fかないで魁くと typicaや
genuinaの}al.床を示すようになって来ている由である。 ζの方式がどの程度公認

普及されているのか知らないが， 乙ζではその意味で用いた乙 とをことわって飽

く(小倉秘教授の御教示によ、る)。
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時間 ・山 コンブ芸員にお生する勤勉物について (1I) 47 

コンプ類に着生する動植物について (n) 
時回 全日+・ ・山 俊--~"I';

]. TOKlDA & T. YAMA: On organisms growing 

on t1，e Laminariales plants (II) 

11. コンブ目植物に着生する海藻

(1) 円本沿岸及びその附近lζ産するコシブ目各種に着生する海藻は今日

までに次に列挙する 32種が知られている。 その内訳は， 緑藻3属3種，褐

藻8属 12種，紅藻 15属 17種である。

A.緑藻 Chlorophyceae

1. UlvαpertusαKJELLM.'¥N アナアオサ

マコシプの棄に着生する(函館七重浜 :111， 1958年9月採集)。 ホソメコ

ップの葉[ζ着生 (忍路:山，1958 '"下 10月採集)。

2. SpongomorphαduriusculαCOLLlNS var. tenuis Y AMADA ホソモ

ツレグサ

キクイ Vコンプの楽部lと着生山>>(千鳥ー 山田町。

3. StruveαdelicαtulαKUTZING 

アジトクメの葉lζ着生品目提卦 (三宅島 :瀬111")0

B. 褐藻 Phaeophyceae

4. Ectocαrpus fusiformis NAGAI ツムガタジ才ミド ロ (新称)

キクイ νコシプの茎!と渚生(千島 :永井U)。 ゴジプ属の禁lζ着生(厚岸 :
山田・田中勺。

5. Ectocαrpus yezoensis YA MADA巴tTANAKA エゾVオミドロ

コップ属の茎と板!とff:.r生****ι(厚岸 ・山田・田中33)。

6. Ectoca叩 ussp. νオミドロ属の一種

リ i/~ コソプの禁 IC着生(礼文鳥 ι

品北大水産学部。

山 十勝広尾町立野塚中学校。

持品 楽部に着生する乙とは山田博士より私信で教示さる。
ミ昨春号令

すす~-x.* 持

栄町に着生していたと思うと瀬川l博士の私信にあったo
otf~ニ音I1位については問中隠士 It:.私信で教示さる。
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7. Streblonemα evαgαtum SETCHELL et GAIWNER プヤ ドYミコ

rロ(新称)
コシプ属の子袈班の paraphysesの間lζ生ずる(厚岸 :山田・田中33)0

8. Compsonemαsecundum SETCHELL et GARDNER 

f. terminαle SETCH. et GARDN. 

コジブ属の茎，ホソパワカメの茎に着生する:悶(J享岸 :111 回 ・ 田 cl~33)。

9. Myrionemαcorunnαe SAUVAGEAU 

チガイソ の葉lζ着-生(室蘭 :黒木12)。

10. M.lJrionemαobscurum SETCH. et GARDN. 

ホソメ コシブの葉(忍路:山， 1958年9-11月採集)。

11. Acrothrix pαcificαOKAMURA et YAMADA 

f.pαcificαINAGAKIニセモヅク

ツノレモの体l乙着生 (手IJ具 :山田勺 (和具，伊予 :岡村19)，(陸前，陸中 :

高松24)，(網走，ク トロ， 主的，忍路，三戸IT，志摩，'U1予 :稲垣内，(樺太，忍

路，)享j字:時四25)0

11 a. Acrothrix pαcificαf. cr，αssαINAGAKI フト ニセモヅタ

ツノレモの休に着生(三河 :稲垣1
12. p，αpenfussiellαkuromo (YENDO) INAGAKI f. kuromo INAGAKI 
クロモ

アラメの3iEIζ着生町長(和具-ii'*.稲垣な

13. Litosiphon yezoense YAMADA et NAKAMURA コブ ノヒグ

コップ属の葉に着生(室蘭 :山田32)，(厚岸ー山田・田中九

14. Lαminαri，ααngustαtαKJELLMAN ミツイ νコンブ(幼体)

ミツイ νコγブの禁の縁や表面 lと点々と密生する(EI高三石 .長谷川

由雄氏採集の1謀本による。 4，5月頃の古い葉lζ見られるv拾っ。

15. LαminariαjαponicαARESCHOUG マコ シブ(幼体)

チガイソ の茎に密生する(渡島尾札部村:時四・大岩町。

c.紅藻 Rhodophyceae

持 羽生音11位については田中同士l乙私信で教示さる。

怜 三亙県和l具EEアラメの楽而の上， 中，下部に着生するこ とを稲厄隠士より 私信で
教示さる。

州;ι 長谷川 l主Ill1~ .福原英司，北水誠月報13(10)， 434 (1956)参照。
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時国 ・山・ コン ブ~iに着生する動縞物について (1I) 

16. Goniotrichum Alsidii (ZANARDlNI) HOWE ペニ ミドロ

ツノレモの体に着生 (樺太:時間25)，。

17. Acrochαetium Daviesii (DILL WYN) NλGELI 

49 

カデメの葉 lζ着工生マー(葉山 :中村 16 Rhodochorton Daviesii (DILL W.) 

DREWとして)。

18. Acrochαetium Sαllcti-Tlwmae BORGESEN 

カデメの菜花着生(葉山 q)村16 Rhodochorton Sancti-Thomae (BORG.) 
NAKAMURAとして)。

19. Rhododermis pαrαsiticαBATTERS コプノハナ

チ乙/マゴヘイコジブ，チ乙/マネコアる/コシブ，エナガワカメ，キクイ ν

コップ等の根と茎に着生 (千j品:永井15)。

20. Euthor，αfruticulosα(RUPRECHT) J. AGARDH ユヲソラ

アナメ の根に着生(色丹島 :) 11端9)0

21. Litlzotlzαmniurnjαponicurn FOSLIE ミヤペオコジ

コンブ属の根[ζ着生(室開 :岡村19)，(青森県:近江18¥

22. Litlzothαmnium vescum FOSLIE ヒラ 方コジ

カデメ の根lζ着生(相模:遠藤35 岡村19)0

23. Ci1・rulicαrpusGmelini (GRUNOW) TOKIDA et MASAKl エゾ トサカ

リジリゴンブ， オニワカメ， キクイ νゴジブ等の根に着生(千島 :永

井ド15Erythroρhyllum Gmelini (GRUN.) YENDOとして)。

24. Antithαmnion sp. ヨツガナネ属の一種

:tニワカメの根tζ着生(千島 :永井15)0

25. Pleonosporiurn Kobαuαslzii OKAMURA クスダマ

キクイ νコシプの棋に若生(得撫島 :岡村日)。
26. N旬ptilotααsplenioides(TuRNER) KYLIN カタワペニヒノ《

ヒメコシプ，オニワカメ，ブゥチョクワカメ，キ クワジコンブ等のj授に

着生(千島 :永井15Ptilola asρlenioides (T冶RNER)AGARDHとしてL
27. Ptilotαpectinαtα (Gm-.'NERUS) KJELLMAN ク1/ぺニヒノミ

キクイνコシブの根Iζ活生(千島 :永井15)。

28. Membranoptera denticulatα (MONTAGNE) KYLIN キヨ1/ペニヤ

パネグナ

持主E商n::.着生する乙とを中村同士か ら夜、信で教示さる。
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オニワカメ の茎lζ着生(千島 :永井勺;ー

29. Gαrnpylαephor，αhypnαeoides]. AGAROH f. typicαNAKAMURA 

エゴ ノリ

コシブ属の葉に着生(北海道各地 :中村口)。

29a. Cjαrnpylaephorα hypnaeoides f. hαrnαtα(COTTON)NAKAMURA 

エゴノリ の一品種 (Fig.10) 

ホソメコ シブの葉lζ着生(忍路 :111， 1958年8-11月採集)。 コシブ属の

葉に着生(北海道丙岸 :中村17)0

30. Polysiphonia jαponicαHARVEY キブリ イト グナ

マコシブの葉lと着生(函館七重浜:山， 1958年 9月採集)。ホソメ ゴシブ

の葉に着生(忍路 :LLI， 1958 i~~ 8-11月採集)。 コシブ属の葉Iζ着生(北海道各

地，千島，樺太 :瀬木22)0(居住太 :時間25)。

31. Clzondri，αdαsyphyllα(WOOOWARO) AGARDH ヤナギノリ

コシプ属の茎に着生(樺太:時間吋。

32. Lαurenci，αobtusαLAMOUROUX マギレソゾ

ホソ メゴシブの葉lζ着生(忍路:山， 1958年 9-10月採集)。

(2) 日本近海lζ産する コシブ回植物の種類別IC，着生する海藻をま とめ

てみると次の通りである。

1. LαrninαriααngustαtαKJELLMAN ~ツイ V コ ンブ(葉)

Laminaria angustataの幼体

2. LαrninαriαjαponicαARESCHOUG マゴンブ(葉)

Ulvaρertusa， Polysiρhonia jalうonzca.

3. Lαrninαriαlongipes BORY ヒメコンブ(根)

Neoρtiloia asρlenioides 

4. Larninαriαochotellsis MIY ABE リVリコシブ(根， 莱)

Ectocarjうussp.， CirrulicarJうusGmelini. 

5. Lαnzinαria platynzeris DE LA PYLAIE チνマゴヘイコンブ(根，茎)
Rhododermisρarasitica. 

6. LαnzlllαriαreligiosαMIYABE ホソメコ シブ (葉)

Ulvαρertusa， Myrionema obscurum， Camρ'ylaeρhora hypnae 

コノハノリ科にはなお得撫μで主寝袋されたキクイ νコンブ(7)に着生する Delesseria
kZI1-ilensis RUPRECHT (1851)なる不明麓の記録がある c

- 18ー
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oides， Polysiρhonia jaρonica， Laurencia obtusa. 

7. Lαminαriα-blade コンブ属の薬

Eciocaゆ附fusiformis，E. yezoensis， Streblonema evagatum， Conz-

tsonema secundum f. terminale， Litosiρhon yezoense， Camρ'ylae-

ρhora hypnaeoides， f. tyρica， f. hamata， Polysiphonia japonica. 

8. Lαminαriα・stip巴 コシプ属の茎

Chondria dasy"ρhylla. 

9. Lαminariα-holdfast コンブ属の根

Lithothamnium jaρonzcum. 

10. Agαrum cribrosum BORY アナメ(根)

Euthora fruticulosa. 

11. AlariααngustαK)ELLMAN ホソパワ方メ(茎)

Comρsonema secundum. 

12. AlαriαcrassifoliαKJELLMAN テガイソ(根，茎，莱)

Myrionema corunnae， Lmninaria jαρonzcαの幼体.

13. Alariαdolichorhαchis KJELLMAN エナガワカメ(根，茎)

Rhododermisραrasiticα. 

14. AlariαfistulosαPOSTELS et RUPRECHT オニワ刀メ W~)

Ctrrulicarρus Gmetini， Antithamnion sp.， Neoρtilota astleni 

oides， Menzbranottera dentic~tlata . 

15. Pleuropterum pαrαdisellm MIY ABE et NAGAr ブゥチョクワカメ(根)

Neoptilota asplenioides. 

16. Arthrotlzαmnu.8 kurilensis RUPRECHT チジマネ コアジコップ(根，茎)

Rhododermisρarasitica. 

17. 1'hαlassiophJ/llllm clαtlzrus POSTELS et RUPRECHT キクイV コンブ

(根，茎，莱)

Spongomorρha duriuscula var. tenuis， Eclocaゆusfusiformis， 

Rhododermisρarasitica， Cirrulicarρus Gmelini， Pleonosρorzum 

Kobayashii， Neoρtilota asρlenioides， Ptilotaρectinata， (?) Deles-

seria hurilensis 

18. EckloniαcαuαKJELLMAN カデメ(根，莱)

Acrochaetium Daむiesii，A. Sancii-Thomae， Lithothamnium 
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vescum. 

19. Ecldoniopsis rαdicosα(KJELLM.) OKAMURA アジ トクメ(葉)

$truvea delicatula. 

20. Eiseniαbicyclis (KJELLM.) SETCHELL アラメ(葉)

Paρenfussiella kuron'lO f. Izuromo. 

21. Chordαulum (L.) LAMOUROUX ツルモ (体)

Acγothrixρacifica f. jうacifica，f. crassa， Goniotrichum Alsidii. 

(3) 世界に産するゴシブ目組物lζ着生する海藻については， 文献50余

訴を参照し，日本近海のものを加えた目録を英文で別に発表する予定である。

若生海藻の種類数は合計116属259種，その内訳は，藍藻1属 1種，緑藻 16

属 23程，褐藻35属 108種，紅藻 64属 127腫である。又，コシブ目 22属の

'*1で. 活生する淘誌の属が一番多いのはコγブ属で合計95属の海部のJ苦生
が記録されている。次はチガイソ属で 23属，その次はツノレモ属で 20属の海

藻の着生が知られ， ζ れlζ Nereocystis，Egregiαのそれぞれ 10属と9属

がつずいている。

Summary 

In the lirst part of the present paper are enumerated the animals growing on 

the fronds of Laminariales plants， inclucling herbivorous molluscs ancl 巴chinoids，
that hav巴 hithertobeen known from Japanese waters and ElIrope as well as those 

collectecl i n Hokk江氏.10by tbe writers. Those animals are generally known to cause 

more or 1巴ssserious damag巴 toLaminaria blacl出 recluci ng tb巴 marketvalue of 
clriecl preparations o( Laminarias. A Lamillaria in(ested with a kincl of Hydrozoa 
is callecl“Hig巴kombu"or“Ke-hae-kombll" that means“hairy Laminal-ia" “日Ige-
komr】u"is quite common in the c1riecl preparations of Lamil1aria japollica of su-
perior q lIality which are known by the name of“Sumiyoshi-kombu" as they are 

collect巴clat Sumiyosbi in Hakoclate， and som巴 dealersrather welcome the epiphyte 
as a mark inclicating lhe superior Cjllality of the preparations. 

In th巴 secondpart of the paper here presentecl ar巴巴numeratecl32 species of 

epiphytiじ ~eaweeds growing on lhe Laminariales plants hitherto reportecl from 

Japanese waters or collectecl in Hokkaiclo by the writers. Of th巴ses pecies， 3 
genera and 3 species belong to Chlorophycea巴，8 genera ancl 12 speじiesto Pha巴0-

phyceae， and 15 genera ancl 17 species to Rhoclophyceae. Among the genera of 
Laminariales， Larnillαria stancls品r凶 inthe nllmber of sp巴ciesof th巴巴piphytic
seaweecls having been recorclecl to be the host of 17 species. Next come Ala門a
ancl Thalassiolうhyllum，each o( which has be巴nfouncl to b巴 thehost of 8 species 
of epiphytic seaweecls. 
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本邦産 Dratanta!diot sis ~とみられる

異常形態に つ い て

秋 I.L 優*

M. AI<lY AMA: Notes on some morphological tr巴nclsancl 

abnormal form founcl in Japanese Dratarl1aldioρ515 

本邦における DraparnaldioρsisalがnaSMlTH & KL YVERの産地につ

いては，最近山岸 (1959)町 {ζよる，北海道旭川および中湧別， ならびに新潟

恭 JSL根大学支f!f!学部ll:物学教室
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県新井の各地点からの採集により，ζれまでの産地北泌道積丹美国を加え，

4地点を数えるに至った。また筆者(1960)は，ζれらの材料の中K少数例認

められた分校について，環境要因，4守lζ人為的水系区である水田のよう な，

水温変化のいちぢるしい，また止水的な条件lζ起凶する異常的な現象による

ものと推祭しため。 一方乙のような)j'~常分校にともなって現われる副次的な

他の形態上の異'者型，さらに一般的な形質の変異性についての観祭を行なっ

たが，本藻の形態ならびに生態上の属性を扱ううえの一資料として，ζζ に

その結果を報告したい。

A. 主軸lζみられる長細胞と短細胞の配列については，各地の材料ともほぼ

規則的であるが，筆者もすでに指摘したようにペ 成長の段階による多少の

不規則性が各地方産の材料に認められる。 各々の細胞の大きさについては

(Fig. 1 ; A.)にみられるような変異のはばがみられる。図中 MXは主44lJ細胞

のはばの平均値 MY，は短細胞の長さの平均値，MY2は長細胞の長さの平

均値を示す (Fig.1 ; C参照)。 乙れらの変異のなかでも Y2は短めて分散 し

B 
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20ト I ¥..“、
2 15 1. 
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C 

止

T不
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7 15 

50.4_ 16 

l0l ~ ~ Q5lA 5 ・・・ L~
(ド) 10，1 2 3 " 5 6 z， 

~一一一 z，一一ー-4 Fig.I. DraρarllaldioρSlSの各部細
胞の大きさ

A.知期n胞 Y"長調111.泡Y，および主i/idJ
のはば Xにみられる変異

2 3 
k d ， u E B .fasciculesの大 きttZ，と構成制JI

三 一一 泡列数22との相関(闘について
は C参照)
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た状態を示しているが，とのこ とは， 明らかに主執hにおける介在的な成長に

よるものであり，みかけ上の短細胞から長細胞への成長過程にあるものの存

在に起因している。しかし，乙乙 l乙現われた変災のはばは，いずれも SMlTH

& KL YVER (1929)の原記載η ともよく一致しているし， また分校を有する点

で問題となる Ds.indicaよりも小さく ，その変異の状態も?IO述続である九

ととろで ζれらの形世の中に現われてきた異常型についてみると，

a) 短細胞のはばがせまし ζ のために藻体の一部1<::くびれを生ずるもの

がみられた (Fig.II ; 1)。 多くの場合，とれより起出する fasciculesの細

胞は，他の部分よりよく発達しているのが認められる。しかし後述する主

乾ilの分校との関迎性は認め難い。

b) 短細胞の配:9IJ上の異常としては，いわゆるみかけ上の短細胞のj)]続と

は異なった，いずれも fasciculesを起出する真の短細胞の辿統的に配列す

る場合が認められた (Figs.n ; 2， 3)。とれらは，旭川およひ‘中i努別産の材料
中lとのみ認められ，その出現の頻度は極めて少 く数例を数うるにすぎない.

B. 本種の fascicules1<::ついては， 極めて特徴的な 2~3 又状のフォ ー ク状

分校，および cuneiform;くさび状の細胞により構成されていることは，筆

者の積丹産の材料の観察結果{ζも報告したり・へ この点K関しては， 各地の

材料とも， よく一致しているのであるが，fascicules全体の大きさ (Fig.1 ; 

C， ZI)についてみると可成大きな変異のはばがみられる。 乙の乙とは，ひと

つには fasciculesの発生の諸段階のものが混在しているというととにも原因

するものであろうが，一方において，その縦配列細胞数 Z，(Fig. 1 ; C.)をみ

ると，発生初期のものでは，むしろとれに対応する fasciculesの長さ分の変

異のはばが小さく ，ある程度完成されたものでは，かえって変異のはばが大

きくなっているのが認められる (Fig.1 ; B.)。乙のことは，極めて興味深い現

象であり，fasciculesの形成が， 細胞の分裂期と二次的な細胞そのものの成

長期との複合によるものである乙とを示している。なほ乙のような一般的な

形質から，はなれた異常型としては，

a) 旭川産の材料のrtK， fasciculesの先端部{ζ， 二次的な小形の fasci-

cul巴Sが形成された例が認められた (Fig.II ; 5.10 しかし， このよ うな

accessory fasciculesがさらに成長して， 主軸細胞と相同の形態をもった

分校となる ζ とは認められていない。

b) 先端部にみられる毛様突起については，原記載にみられるような，比

- 23ー
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6 

10 

II 

じぷ二己L50W
Fig. II. Drapanlaldiopsis にみられる異常形態

1.短剣j胸部にみられるくぴれ 2-3.知細胞の異常配列 4， 7成長l交の
契る fascicules 5. accessory fascicules 6， 9， 11.異常分校の形成過程
S， 10.仮綴の起出と異常分校
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較的細く無色の1-2細胞より成るものに対して，幾分太く短い細胞が3-6

個連続してできた毛機突起が認められたが，特lζ大きな忠義をもつものと

は三考えられない。

C. 仮根については SMlTH& I<L YVERの原記載にもみられるように，極め
て稀であ り，桔丹産の材料では認めることができなかったが，旭川産の材料

では比較的多数例を認め得た。乙れらはいずれも，主軸の短細胞に起因する

ものであり， 発生的には fasciculesと相同のものと考えられる (Fig.II ; 8.).。

また例外的H::::，長細胞より起出したものも一例を認めたが，乙の場合も，ま

た短細胞から起出する場合も共lζ細胞の中央部から起出がみられている。 乙

のととは SMITH& Iu YVERη の指摘せる本属の属性のひとつとして，特!と

Draρarnaldia属における fasciculesおよび仮根の起出部位の細胞内におけ

る極性分化と比較する時，誠lζ興味深い。

D. 主軸における分校については，現在の資料から考えると，1)出現頻度の

低いこと， 2)いずれも極めて人為的な，しかも水田というような温度変化の

大きい，農薬などの影響の受け易いj上水的な条件下にのみみられること，3) 

同時に他の形質上の呉1常型が出現している乙と，などから特異な環境条件下

に生じた，崎形的なものと推察され得る。乙れらの異常分校lζついてみると

発生的Kは，fasciculesの二次的な unlimitedgrowth によるものであり，

乙の点 Ds.indicaにおける分校と同様の要因によっている九 乙の発生の

ongmとなるのは，fasciculesの basalcellsであり，乙れの二次的な分裂に

より，主軸と同様の長 ・短細胞の交互配列をもった分校が形成され，さらに

二次的な fasciculesの発生したものが認められた (Figs.II ; 6， 9， ll.)， 従っ

て二次的に派生する分校は，短細胞部にのみ起り，主軸!と対して，対生ない

しは輪生する結果が認められる (Fig.II ; 10.)。またとのような分校部{ζは仮

根の形成が，比較的多い傾向が認められた。

本藻を含む Chaetoρhoraceae特lζ Chaetoρho問。e族に所属する藻類の

大部分は，その分類上の属性の大部分が，藻体の vegetative structureを基礎

として扱われている。 ζ のととは FOREST，H. S. (1956)'川ζよれば， 環境条件

の差により，乙れらの属性が可成りはば広い変異性をあらわし得るものであ

り，乙のことは，乙れらのE菜類の分類上の重要な問題点のひとつとして考え

おくべき乙とを指摘している。深瀬(1958)6)1ζよれば，本邦庄の Clonioρhora

が，その環土克条件の差{ζより，Sligeoclonium型および Draρarnaldia型の

- 25-
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二つの生態型を示すことを報告しているのは興味深い。

とこ ろで Ds.alpinaについては， 比較的近年lζ至るまで typ巴 locality

からのみ知られていたものであり， 少なく とも今日我々の知る typeの全属

性については， 限られた環境条件下にみられる材料から抽出されたものであ

る。 乙の点，本邦j主の材料が，比較的広範な条件下に産出されたものであり

その中に現われた変異性および異常型は，本種の属性分析の上にも意義があ

るものと思われる。

おわりに，常日頃御指導をいただき，また本稿の街l校聞をいただいた恩

師山田幸男教授に深く感謝の志を表わす。

また始終多くの御教示と御力添をいただいている神戸大学広瀬弘幸教授

に深く感謝の立を表わす。

また貴重な材料を各Jl恵与いただいた東京教育大学山岸高旺氏lと深く感謝

の意を表わす。

Resum長

Several morphological trends of ]apan巴seDraρarnaldiopsis are d巴scribed， and 
a consideration for these phenomena has been done. 

The mode of variance， th巴 distributionalpattern of value， the diamet巴r(X) and 
th巴 l巴ngthof nocle (Y，) and internocle cells (Y2) are shown in the text-figure 1. 
The corr巴lationbetween th巴 lengthof fascic111es withol1t t巴rminalhairs (2，) and 
the nl1mber of constitl1ting celll1lar series of th巴 samefascic111es (22) is shown in 

the text-figl1re 1. 
Several abnor111al branches of main axis originatecl from th巴 basalcells 01 the 

fascic111es cal1secl by its l1nlimitecl growth are observ巴cl. Bl1t the OCCl1rence of these 

abnormalities is restrictecl to the materials fOl1nd in extremely arti日cialwat巴rarea 

sl1ch as a rice-fielcl (stagnant， pr巴caril1sin temperatl1re ancl agric111tl1ral mecliative 

region) of Asahigawa and Naka.yubetsl1， Hokkaiclo. USl1ally， certain abnormal trencls 
of another charact巴rare obs巴rveclin the sa m巴 brancheclfilaments 
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真正紅藻類、の比較形態発生学的研究
I エナνダジアとケブカダグアの胞子発生経

篠原千種沖 ・猪野俊平州

CH. SHINOHARA ancl S. INOI-l; Comparative 

morphogenetical stuc1ies in Floriclea巴

1. Spore clevelopment of Dasya sessilis YAMADA 
anc1 D. villosa HARV. 

59 

真正紅2菜類のJJ包子の発生学的研究は多くの学者Kよって行なわれている
が， 中でも OLTMANNS(1904)が胞子発生様式を deraufrechte Typusと

Solentypusと Halbkugeltypusの三つに分類し，KYLIN (1917)が糸状型，盤

状型，直立型の三つlζ分け，猪里子(1947)が直接糸状型，間接糸状型，二原細

胞型， 四原納胞主~， テ γ グサ型，直接盤状型， 間接盤状型， 直立型， 吸盤直

立裂の九つの型lζ分類している。 ζの発生様式はほとんどすべての科にわた

って研究されているが， イギス目のダグア科lζ関しては， DERICK (1899)の

Dasya elegansと TOBLER(1903)の D.sp と KU.LIAN(1914)の D.arbus-

cula についての報告があるのみで 3 本邦lζ産するものについては全く報告が

無い。そこで著者らは瀬戸内海の出飽諸島lζJ主するエナジダジアとウプカダ

ジアの 2種について研究した。丁度渋川臨海実験所[ζ恒温室が設置されたの

でζれを利用すると胞子の発生は割合順調に進んだ。乙乙にその結果を報告

する。

材料と方法

ζの研究lC::用いた材料は， エナジダジア Dasyasessilis YAMADAとク

プカダジア Dasyavillosa HARV.の2種で， エナνダジアの果胞子は 1959
年7月 17FIと8月 131-1 ，c::，四分胞子は 6月 6日と 7月 1711と8月 13円fe，

ケプカダジアの采胞子は 8月 13日K，四分胞子は 6刀221::1と8月 7日と 8

月13日le瀬戸内海のi主的諸島で， それぞれ成熟した胞子をつけている株を

選んで採集した。採集後ただちにそれらを泌過海水でよく洗い，次lζ溶過海

吟文部省科学研究!J!l.，課題番号 407125

岡山大学E自学部先物学教宅地物形態学研究業績 NO.74

玉野臨海実験所業績 NO.6<1

日 岡山大学理学部生物学教室
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7](を満した大型容器に浮べ，その器底lζはスライドグラスを敷いておく。そ

してζの容器を 250Cの恒温室に放置する。 24時間ぐらい経過する と，放出

された胞子は沈下して，器底のスライドグラスlζ附着する.とのスライドグ

ラスを別の独過海水を満した小型容器lζ移して培養を行なった。培養液とし

て泌過海水を用い， 栄養塩類は加えなかった。 Il包子が発穿して 3~5 日経過

したときに，胞子発生体の附渚したスライドグラスの中，その半ばを理学部

生物学教室の実験室に持ち帰って培養を続けた。乙の|時は流しに水道水で、プ

ーノレを作り，温度の調節を行なった。

観察

1. エナVダジア Dasya sessilis YAMADA 

a) 果胞子の発生 来胞子は直径約42μ の球形細胞で，きれいな紫紅色

を呈し，紅色の色紫体は中央に濃く集まり，胞子の周辺部lζ至るにしたがっ

て散在している (Fig.1. a)。果胞子は母体離脱後241時間ぐらいで発生を始め

胞子細胞の一端より突起が始まり (Fig目 1.bJ， 間もなく突出部と胞子細胞と

の聞に隔壁ができ，そζlζ色ヨ'Jイ本の少ない仮根細胞を形成する (Fig.1. c)。

4日日頃から，仮根をやIrtました発生体の上方lと突出が起り (Fig.1. d)， やが

てその基部に隔壁が横走して生長点が決定される (Fig.1. e， f)。 仮根細胞と

頂端細胞は更に分裂を繰り返して伸長する。またもとの胞子細胞も分裂して

2あるいは 3細胞になる (Fig.1. g， h， i， j)o 18日を経過した胞子では， 1lj，長し

て1条の細胞からなる仮根の先端部に小さい仮根が校わかれしてきて (Fig.

1. 1)， 32日を経過したものでは二つの生長点がやや長してくるのが見られた

(Fig. 1. m)。また異常的1[，発生が相当進んだ個体に生長点の決定されないも

のが見られた (Fig.1. 1)。時には仮根を 2本もつ発生休も見られた (Fig.1. k)ら

b) 阻分胞子の発生 四分胞子は直径約33μ の球形細胞で，紫紅色を呈

し核は細胞の中央に位置し，その周縁に色素体が多く集まっている (Fig.2. a)。

発生様式は果胞子と全 く同様で，24時間ぐらい経過すると先ず下方へ伸び、始

め (Fig.2. b)， 次に胞子細胞の中央より下のと ζ ろを第一分割壁が横走し，

下方に仮根を決定する (Fig.2. c)。 間もなく胞子細胞は仮根仮1)とは反対の方

向に膨れ出し，その突起は隔l肢によって仕切られて生長点が決定され，胞子

細胞は，頂端細胞，休部，仮根の 3部からなる直立発生体となる (Fig.2. d)， 

胞子細胞の各部分は更に分裂を繰り返して伸長し (Fig.2. f， g， h， j)， 18日を

経過したものでは約20位の細胞が縦に辿なったものとなる。 同時に仮根の
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先端部IC::小吉い仮;jttが枝分かれする(Fig.2. 1)。また異常的[ζ， 頂端細胞の

決定されないものや (Fig.2. e， i)，仮根の 2本伸びてくるものが見られた

(Fig. 2. h)。

f 

E 

k 
h 

Fig. 1. Development of carpospores in Dasya :'回silisY AMADA 

a} A liberated carpospore with a central nLIcleLIs. Diameter 42μb) The 

terminal protrLIsion from the body 01 carpospore (1 day after the carpo・

spore liberation). c) The first segmentation forming two cells. A rhizoid 

develops (3 days after). d) The apex of thc body begins to project (3 

days after). e， f) The protrLIsion is CLIt off from the body (3 days after) 
g， h， i， j) Further developm巴川， fOfming erect germlings (4 days aftcr). 
k， 1， m) Abnorrnal development. k: germling with two rhizoicls (5 days 
after). 1: germling having no apical cell (18仁:Iaysafter). m: germling 

having two apical cells (32 days aftcr). )( 335 
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2. ケブカダジア Dasya villosa HARV. 

a) 果胞子の発生 放出された胞子は直径約39μの球形細胞で，紫紅色を

Fig. 2. Development of tetraspores in Dasya sess，:zis YAMADA 

a) A Jib巴raledtetraspore with a central l1ucleus. Diameter 33μb) The 

terminal protrusion from the body of tetraspore (1 day aft巴rth巴 lib巴ra-

tion). c) The first segm巴ntatiol1forming two cells. A rhizoid d巴v巴lops

(1 day aft巴r). d) The second segmentatio日 forming an apical cell (2 

days aft巴r). f， g， j， k) Further development (f: 4 days after， g， k: 3 
days after， j: 5 days after). 1) Germli時 froma cllltllre 18 days oid. 
A rhizoid branches. e， i) Abnormal development， having no apiじalcell 
(5 days aft巴r). h) Abnormal developm巴nt，having tWQ rhizoids (5 days 
after). x 500 
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呈し，紅色の色索体が一面lζ満ちているが，特Iζ中央の核の周縁lζ多く集ま

り，胞子の周辺部lζ至る lζ したがって少なくなっている (Fig.3.乱 発生様

式はエナジダジアの果胞子や四分胞子と大体同じで，胞子細胞は母体離脱

後 24時間ぐらい経過すると発生を始め， 先ず下方の色素体が散って， そと

から突起を出し，第一分割壁が検走して仮根細胞を決定する (Fig.3. b)。 仮

h 

-FU 

I
、
'
J
i'

Fig. 3. Development of carpospores in Da~こya villosa. HARV 

a) A liberated carpospore with a central nucleus. Diameter 39μ. b) The 

first segmentation forming lwo celis (3 days after the liberation). c) 

The lower cell protrlldes (3 days aft巴r). d) The second segmentation， 
clltting off a rhizoid from the body (3 days after). e) Growth of a rhizoid 

The rhizoid consists of t¥¥'o cells (4 days after). f， g) An apical cell 

is Cllt 0任 (f:6出 ysafter， g: 3 days after). h， i) Further development 

(h: 4 days after， i: 20 days after). j) Germling from a culture 20 days 

old. x500 
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根細胞は更に11:1'1びて分裂する (Fig.3. c， d， e). 同時に休部細胞も， その上方
の色素体が分散して少な くなり， 上に突出して生長点を決定する (Fig.3. f， 

g)。 やがて体部細胞にも細胞壁が棋に走り，頂端細胞，体部，仮根からなる

g 

Fig. 4. Development of tetraspores in Dasya villosa HARV. 

日)A liberatι1 carpospore with a central nucleus. Diameter 35μb) The 

tenll1日alprotrusion from th巴 bodyof tetraspore (3 days after th巴 tetra-

spore liberation). c) The日rsts巴gm巴ntationforming two cells. A rhizoid 

d巴v巴lops(3 days after). d， e) Growth of a rhizoicl (3 clays aIler). f， g) 

Further clevelopment (15 days after). i) Germling having a branching 

rhizoicl (20 clays after). j， k) A filamentous germling (j: 33 clays after， k: 
53 clays after). h) Abnormal c1evelopment having no apical cell (5 clays 

after)ー X400 ・x268 k: x 100 
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直立発生体を形成する (Fig.3. h， i¥ 18日を経過したものでは，胞子の各

部の細胞の分イじが少なく ， 離に連なった1条の細胞からなる発生体となる

(Fig. 3. j)。

b) 四分胞子の発生胞子の直径は約35μの球形細胞で淡い紫紅色を呈

し，果胞子と同じように，紅色の色素体は中央lとある核の周縁!と特lζ多く集

まっている (Fig.4. a)。 胞子は母体離脱後2昼夜して，下JHC色素体の少な

い突起を出し (Fig.4. b)， やがて検走する隔壁で 2分され仮根細胞が決定さ

れる (Fig.4. c)o 仮根細胞は更lζ伸長し分裂する と同時IC::， もとの胞子細胞

も上に伸び始め (Fig.4. d)， 生長点が決定され，胞子細胞の各部の細胞は

分裂を繰り返して伸長する (Fig.4. 札 15~20 日を経過した胞子は 13~14

個の細胞が献に連なった直立発生体となる (Fig.4. g， i， j)。また 20日を経過

したものでは， 仮根の先端部から小さい仮根が枝分かれした (Fig.4. i¥更

に53日を経過したものでは，体の各部分の細胞の分化の差が少なく同型細

胞の迎続した数珠状の発生体とな り，同時に体の側方lζ校を伸ばしてくる

(Fig. 4. k)，。 乙の胞子にも異常的!C生長点の決定されないも のが見られた

(Fig. 4. e， h)，。

考察および結論

エナνダジアとケプカダジアの胞子の発生様式は，両者共， 果胞子の場
合も四分胞子の場合も同じである。すなわち先ず胞子細胞の下端が突出し，

第一分割壁が横走して下方に仮;fjjl細胞を決定する。次』ζ仮根の反対側が突出

して頂端細胞を切り出し，胞子は頂端細胞， 体部細胞，仮収細胞の3部から

なる直立発生体となる。やがて体の各部分の細胞はそれぞれ分裂を繰り返し

て伸長し，縦』ζ長く速なった 1条の発生体となり，後lζ仮根の先端部から小

さい仮根が枝分かれする。以上のように，乙れら 2種のダジアの胞子発生は，

TOBLER (1903)の Dasyasp.とK1山 AN(1914)の D.arbusculaについての

報告と全く一致し， 直立型 (Typuserectus， der aufrechte Typus， erect 

type)になる。 DERICK(1899)がDasyaelegansで観察したように仮根の先

端が吸盤状Kなるものは見られない。しかし発生過程において，細胞が縦に

連なって1条の直立発生体になると 乙ろは DERICKの観察ともよく一致して

いる。また直立型l乙は多少原的なものと，少し複雑化したものがある という

ことを猪野(1947)が記述しているが，乙の種のダグアは原的直立型lζ近いも

のと思われる。
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Summary 

The spore development in Dasya sesSilis Y AMADん.andD. villosli HARV. has 

been observed. 1n these lwo species， the mode of the development of both carpo. 

spores and letraspores is“erecl lype" (Typus ereclus， der aufrechte Typus). That 
is， each spore begins tn germinate by pushing out a protuberance. The protuberance 

IS cut 0妊 bya septum to form a rhizoicl. Tben， tbe germling begins to project in 
the opposite pole of the rhizoicl ancl all apical cell is formecl. Thereatほん each cell 

of the germling clivicles transversely ancl the germling becomes the filamentous 

shape consisting of a line of cells 

引用文献

1) DERICK， C.恥1.(1899): Notes 011 the Jevelopment of tbe holdfast of cerlain 

Floricleae， Bot. Gaz. 28: 246-263. 2)猪野俊平 (1947):海藻の発生，北|後館.3)猪野俊

平 (1948) 真正紅藻類の発生学的研究の進歩2 生物学の進歩， 193-239. 4) KILUA:'-I， K. 

(1914): Ueber die Entwicklung ell11ger Florideen， Zeits. fur Bot. 1: 209-279. 5) 

KYUN， H. (1917)・UberJie Keimung uer FIυricleen Sporen， Archiv fur Bot 14: 

1-23. 6) OLTMANNS， FR. (1904， '05): Morpbologie uncl Biologie cler AIgen， Bcl. 1， 
Bcl. 2. 7) TOBLER， FR. (1903): Beitriige zur Entwicklungsgeschichte und Biologie 
einiger MeeresaIgen， Bot. Zentralb. 14: 1-12. 

人工海水による“アサクサノリ け培養

についてのこ三の知見

寺本賢一郎 1:.木下祝郎*

K. TERAMOTO and S. KINOSHIでA:Some observations 
011 tbe culture of P01Phyra in arti五cialsea water 

ヲ

“アサクサノ!J"の生長に当つては光線 ・水温 ・海水の栄養分などと共

に海水の水質が重大な影響を有し，例えば，最近，須藤 ・梅林 (1959a)はノ

リの生長lC::阻害的な海水の存在を報告している。 しかし海水の水質と生長と

の直接的関係については未解決の問題が多く，その究明の一手段として人工

海水による培養試験は意義あるものと考えられる。 人工海水でのノ D培養に

関しては，最近，佐藤等 (1959)及び須藤(1960)の報告がある。著者等は人工

海水を用いて “アサクナノリ"の培養を行ない，人工海水成分と生長との関

係について若干の知見を得たので以下lと報告する。

持協和醗酵工業株式会社東京研究所
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実験方法

実験lζ用いたノリは， 神奈川県富岡漁場で 12月初旬lζ採取されたもの

である。 乙の単胞子発芽体及び 1cm' fζ切った業体片につき培養試験を行な

った。

培養液 20ml fC 1 cm'の葉体片 7枚または発芽体の着生したク レモナ糸

条 6cmを浮遊させて，40ml容試験管lζ入れ MONOD式振湿器(毎分 30回

振盗)で 1-3週間培養した。 培養期間中，光は白色盛光灯lとより 6，0001ux，

水温は 13~150C とし，培養液は毎 日更新した。

生長の度合は， 発芽体約 20個体についての平均細胞数或は葉体片 7枚

についての平均莱面積を算出して表わ した。

基本培養液としては次の二種類を使用した。

人工海水A: MCCLENDON人工海水にEDTAと微量金属及び、窒素諒，燐酸

源を配合したもので下記組成を有し，比重l.026，塩素畳 19.6%0，pH 7.8 

である。

NaCl 28.3 g A1CI3.6H，O 2.6 mg 

MgSO，.7H，O 7.0 LiN03 0.14 

MgCl，.6H，O 5.1 H3PO， (85%) 0.24 

CaCI，.2H，O 2.4 NH，OH 0.06 

KCI 740 mg (NHみSO， 24 

NaHC03 210 NaN03 16 

NaBr 80 Na，HPO，.12H，O 10 

H3B03 60 Chelated trace metals 1 ml 

Na silicate 3.8 H，O l 

Chelated trace metalsはPROVASOLl等 (1957)の記載に準拠し，その 1ml 

は下記組成を有する。

Na，EDT A.2H，O 2mg Na，MoO，.2H，O 50 

ZnSO，・7H，O 1 CoSO，.7H，O 3 

MnSO，・nH，O 300 T CuSO，・5H，O 0.5 

FeSO..7H，O 50 

人工海水B: 人工海水Aの組成から Na，EDTAを除外 したもの。

上記培養液の作成には主として JIS1級規格の試薬を用いた。

- 35-
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実験結果及び考察

1. 幼芽の生長について

胞子発芽体を人工海水A及びその各成分を夫々除外した培養液に浮遊

させ3週間培養した結果を第l表に示す。

人工海水A の構成成分 I~J ， KCl， CaC12， NaCl， Mg++， H3B03， AIC13， 

L山03，NaBrは夫々必須度が高く ， 乙れらの除外により生長しないか或は

4-8細胞に達するのみで消失する。

SO;は欠之の場合生長が 25%に低下し，過剰の存在では14細胞に達した

のち消失した。 NaHC03除外の培養液 (pH7.2)では生長は 23%に低下した。

珪酸塩除外の培養液では，初期lζ生長停滞?と若干の個体数減少を招くが

後期に至って著しく生長述度を増す。とれは珪藻繁殖が極度lζ抑制され幼芽

の栄養摂取に際し珪藻との競合が少ない乙とに由来すると三考えられる。なお

培養に使用するガラス容器が珪酸供給鹿になるとの報告 (McLACHLAN，1959)

もあるが，良質のガラス容器を使用する限り珪酸溶出は僅小lζ止るようである。

第 1表 “アサクサノリ"幼:5:1'の生長と人工海水成分との関係

培 養 被 幼芽細胞数 培 を主 持主 幼芽細胞数

人工海水 A 132.5 グーLiN03 × 

II-NaCI O II-NaBr × 

グー乱-1gS0"MgCl2 O 11-Trace metals × 

/ノ-MgSO，* 32.9 ノノー ノア ， EDTA × 

II-MgCI2削 × II-EDTA O 
II-CaCI2 O II-ZnSO， × 

II-KCl O II-MnSO， × 

II-H3B03 × II-FeSO， × 

II-NaHC03 31.1 II-Na2MoO， X 

II-Na silicate 185.2 II-COSO， × 

II-A1CI3 × グ ーCuSO， × 

-.~ MgCl2・6H20添加公 10.7gjlとする
y“〉を MgSO，・7H20添加;泣 13.0gjlとする

O 生長せず
× 生長したのち消失

微量金属を除外した培養液では， 幼~:は細胞内容の減少及び細胞の小型化

を示し 30細胞に達した後消失した。 微量金属の個々の元索は何れも必須で

- 36ー



寺本 ・木下 人工海水による“アサクサノリ"応義についてのこ三の知見 69 

ある。また，幼芽f(対する微量金属の供給はキレー ト化合物として行なわれ

る必要があり，EDTAを除外した培養液では生長が認められない。

微量金属は試薬不純物として培養液中に多呈混入の可能性が考えられ，

例えば人工海水A中に見込まれる不純物の Fe畳は最高 450r/lであるのに

対し FeSO，と して添加する Fe量は 11r/llζ過ぎない。しかし微量金属添加

の効果が顕著なと乙ろから，不純物混入量は僅少にJJ二るものと推察される。

2. 葉体の生長について

1cm2の葉体片を人工海水 A及びその各成分を夫々除外した培養液K浮

遊させ 1週間培養した結果を第2表lζ示す。

人工海水Aの構成成分中， EDTAはその作用が幼芽と葉体で著しく相

違し， EDF17A除外の培養液では業体は人工海水Aでの159% に相当する生

長を行ない，また EDTA及び微量金属除外の培養液でも人工海水Aの159%

に相当する良好な生長を示す。なお須藤・梅林(1959b)は，天然海水でのノリ

培養lζ際し幼芽では微量金属とEDTAの供給を必要とするが業体ではその

除外が好結果を示すと報じている。

第 2表 “アサクサノリ"業体の生長と人工潟水成分との関係

培 養 液 |業体の大きさ| 培 養 液 |莱体の大きさ

人工海水 A 1.36 cm2 II-NaBr 2.20 cm2 

II-Na silicate 1.88 11 -T race metals X 

ノア ーAICl3 2.14 グ ー 11 ， EDTA 2.14 

II-LiN03 1.40 II-EDTA 2.16 

X 槌色し崩壊

またとの実験lζ使用した葉体には赤腐れ病発生を認めたが EDTA除外

の培養液及び微量金属と EDTA除外の培養液に限り発生が皆無であり，

との病瑳発生がキレート 化合物の存在と密接な関係を有する様l乙思われる。

EDTA除外の培養液， 即ち人工海水Bを基本培養液として同様の実験

を行なった結果を第3表に示す。

人工海水 BよりKCI，CaC12， NaCI， Mg++， H3B03， NaHCO"を夫々

除外した場合， 葉体は 2~5 日聞に槌色崩壊した。 SO;= は欠乏によっても生

長に影響しないが過剰の存在では生長がやや低下する。

珪酸塩，AICI3， NaBrを夫々除外した場合は業体の生長がむしろ促進さ
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第3表 “アサクサノリ"莱体の生長と人工海水成分との関係

培 養 液 |莱休の大きき 11 培 養 液 |楽体の大きさ

人工海水 B 2.02 cmz 11 . /1一副CI3 2.05 cmz 

//-NaCl 

// -MgSO" MgClz 

H ふ19S0，*

// -MgClz'I.'* 

// -CaCI2 

//-KCl 

//-H3B03 

//-NaHC03 

× 

× 

//-LiN03 

/ノ ーNaBl'

//-ZnSO， 
//-MnSO， 
//-F巴SO，
//-NazMoO， 
// -CoSO， 
//-CuSO， 

2.01 

2.36 

2.57 

2.37 

1.99 

1.80 

2.20 

2.26 

2.00 

1.89 

x
×

×

×

 

グ-Nasilicate 2.12 
11 

MgClz・6HzO 添加盆 10.7g/lとする

一 MgSO，・7H20 添加l丞 13.0g/lとする
× 槌色し崩壊

れる。

微量金属のうち Zn，Mn， CO， Cuは， その除外によって業体生長が人

工海水 B での 110~130% に増大し色調も良好である。 Fe 或は Mo を除外し

た培養液では生長がやや低下すると共に色調が淡くなり，とれらは葉体lζ対

して或程度必要であると考えられる。

本実験から，幼芽と葉体とにおける無機栄養上の相違が推察される。即

ち ， 幼~~では人工y(j]: 7j(A構成成分の全てを必要とするのに対し， 体長 lcm

以上の葉体では少量元素 (Br，Al， Si， Li)及び微量金属の多く (Zn，Mn， CO， 

Cu)が欠乏する場合に生長が一層促進される傾向が窺われる。また糸状体は

幼芽と問機に人工潟水Aで良く生長する。糸状体と幼芽及び諜体での斯様な

無機栄養上の相違が，ノリのタネ場及び育成場の海水の水質と符合するなら

ば極めて興味深い問題であるが，ノリの品種なども関連するため速断は出来

なし、

要約

“アサクサノリ"の生長に好適な人工培養液組成について検討を行なった。 得られた

結果を要約する と次の辺 りである。

1. “アサクサノリ"特にその幼芽(体長約 lOmm以下)は，MCCLENDON人工潟水
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tc Na2EDTAでキレー トした微;121金属 (2n，Mn， F巴， Mo， Co， Cu)及び無機窒素 ・:燐酸

源を配合した人工培養液で良好に生長する乙とを認めた。

2. 他方，“アサクサノリ"の楽体 (体長約 lOmm以上)は， Na2EDTA，微量金属

(2n， Mn， Co， Cu)及び少量元素 (Br，Al， Si， Li)が欠乏した人工培養液で更に急速に生

長することを認めた。

Summary 

Attempts were macle to grow P07-phyra in an artificial culture meclium 
The results were as follows: 

1. It was founcl that the goocl grow司hof P07-phyra， especially of young bucl 
(bocly length， approximately less than 10 mm)， was obtainecl in MCCLENDON's arti-

五cialsea water forti五eclwith trace metals (Zn， Mn， Fe， Mo， Co， Cu) chelatecl with 

Na2EDT A， ancl with inorganic nitrogen ancl phosphate sources. 

2. On the other hancl， the more rapicl growth of PorphY7官 ーfroncl(bocly length， 
approximately more than 10 mm) was founcl to be obtainecl in the arti五cialmeclium 

without aclclition of Na2EDTA， trace metals (2n， Mn， Co， Cu) ancl minor巴lements

(Br， Al， Si， Li) 

引用文献

PROVASOLI， L.， MCLAUGHLlN， ]. ]. A. ancl DROOP， M. R. (1957) “The clevelop-

ment of artificial m巴cliafor marine algae" Aγchiv fur Mi.わー'obiologie25， 392--428. 

McLACHLAN， ]. (1959):“The growth of unicellular algae in artificial ancl enrichecl 

sea water meclia" Ca71adia71 J. of l'vlicrobiology 5， 9-15. 須藤俊造・梅林僑 (1959a): 

“ノリの芽いたみに関する研究ーI.ノリに有害な海水のそF在ヘ 昭和34年日本水産学会年会
講演.須藤俊造 ・梅林僑 (1959b):“アサクサノリの培養についてーI.生長の速さ とpHヘ

昭和34年日本水産学会年会講演. 佐藤美和・佐藤孜Jif5.松本文夫・伊藤啓二 (1959):“人工

海水によるノリの培養試験におけるこ三の知見 昭和34年日本水産学会年会講演 須藤

俊造 (1960)“アサクサノリの室内地養"昭和35年日本水産学会年会講演

海 藻 高 蕩

久 内 清孝

K. HISAUCHI: Galantin巴ーlik巴 way cooking of the 

clriecl Ch07ldrus elatus HOLMES 

岡村金太郎先生の著，趣味から見た海藻と人生 (大正 11年，1922)といえ

ば今では準古典ものになり，戦後ではおいそれと入手困難になっている。 書

名だけ引用 しても役 にたたないから，繁雑ではあるが，その 127頁から次の
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文章を転写する。 rツノマタ
の兄弟分でコト ヂツノマタと

云うのがある。之は絢l料lζも

するが，又黒豆腐と云って上

総房州辺では之を溶かして凝

めて色の黒い寒天のようなも

のを作って，自昔醤油や砂糖を

かけて食用lとするので，特lζ

之をカ イソヲと云う処から，カイソク苅麓とも云う別名があって，飯沼苅蕩

と云ふ名物になって居る」。 とζろで，筆者が出会った例によると，今なお乙

の風習が ζの地方にの乙っていて， 千葉県山武郡松尾iUJーから九十九旦沿岸を

経て銚子市にわたり， 毎年暮から正月にかけ御節(おせち)料理としている。

私が実見したものは，その中にニンジンやゴポクをこまかく切ったものが混

入してあった。と乙ろにより，乙れに海苔やl佐官ilをふりかけ，醤油を注いで

郷土料理としている。原料の乾品はカ イソヲと呼ばれる コト ヂツノマタでと

の供給地は銚子だとの乙とである。同じような乙とが遠藤吉三郎氏の海産

植物学(明治44年，1911)に書いてあるのみならず， 乙の}jが出版年代は古

いが，岡村氏の海藻と人生の方が書きかたが興味深いのでこれを引用した。

さて乙の名称のカイソクは引用文lともある通り，コト デツノマタの乙の地方

での名称であるから，それが，そのまま乙の食品の名となったところで不合

理ではない。つぎはカインワという名であ るが，乙れをただ房総地方の方言

だとしておけばそれまでだが，もし好奇心lとかられて，その意味を考える と

妄想がお乙ってくる。江戸時代の発禁の書，赤松宗Eの32:である。 利根川図志

の銚子名物の項には「海藻鈎蕩(世人飯沼乙んにゃくという)Jとあり，大百

科事典で殖回三郎氏も海深苅弱という名を採録している。乙れは，きはめて

常識的であるが，日本藻類名録:や日本海藻誌や牧野植物図鑑のように，コト

デツノマタという特定のものの方言として用いられたとすれば，いささかお

かしいので， 妄想は更に妄悲(を生み，その結果コデツケをしてみたくもなる。

およそ名称の語原考lζは，お説一応うけたまはりおくという程皮のものが決

して少なくなく， ζれから私のいうことも，その類であろうがとにかくコヂ

ツグてみる。 きて本草綱目 28巻鹿角莱のと乙ろをみると，その戸籍しらべ

は別として 「土人采曝貨為錨」という匂がある。以下海錨 (;γ~) という語だ
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けに焦点を合せて考えてみる と， どうにかコヂツケの資料lζなる。邦訳本草

綱自の訳者は「海錨!としてうり出す」と直訳しているし，寺島良安の倭i英三

才図会は本草網目の原文をそのまま転用しているが，乙れから海錯が何であ

るかを知る乙とはできない。乙の諮は普通の字書lζはみえないが，中|語版の

辞源や匹文社の2存日大辞典や諸橋!W&.次氏の大漢和字典などには収載されてあ

る。これらを通してみると，すでに五経のような古典[ζ出ているよしで，時

代により意味もまちまちであるが，だいたい広く海産物をいうらしく ， した

がって海藻とか海草とかと同じ乙とらしい。と ζ ろで広大和本草(宝暦5年，

1755) 1ζは海物異名記という本を引用して「一名鹿角采問中海錯云」とある。

ζの場合には海鉛iは中国東南部で鹿角采という特定のものを呼ぶ名として用

いられるという意味になるから，総称名が特定のものの名になったのかもし

れない。そうして，倭渓三才図会は江戸期lζは広く普及していたから，その

えいきようによってか，または， たまたま彼地lζ航した人たちにより，もち

とまれたために房ー総の方言になったか.あるいは，そんなにコデックなくと

も，ただ海藻というのが方言としてとりあげられたものかも知れない。もう

一つの飯沼苅藷の場合の飯沼とはなんであろうか? おそらく地名であろう。

というのは原料の供給地が銚子であり，岡市lζは飯沼町があり，それが利根

川図志巻6の「飯沼観世音，飯沼山円福寺」とも関係ある村名か字名で，か

つてそ乙で乙れが作られたととに沿源するものではなかろうかと思われるか

らである。また苅蕩というのは乙の食品iC接したときの感じからであろうが

たべたときの歯あたり具合は，オゴで作ったオ ゴ餅かクズ餅lζ似ていて，乙

んにゃくのような弾力がない。とにかく昔の風習の残りでなつかしい。また

上総の日向では醤油を加えないで，また野菜もいれないで，甘味を加えてク

ズ餅同様白色のものにつくる という。これは製品が前述のものとちがうが，

別のものではなく調製方法が違うだけである。
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コンブの種類鑑別に役立つ墨色反応について

l時 田 部品

J. TOKIDA: On the color r巴actionin Lan川 wna
r巴portedby ]ENSEN and HAUG (1952) 

1957年 3月6日の夜おそくオ スロー市内のターミナノレに着く と出迎えて

下さったのはDr.SUNDENEであった。その案内で HotelNobelの一室[ζ荷物

を置くとすぐ話は研究のζ とになった。コシプ科の単為発生と交配の実験を

している話をする とびっくり した顔をして，自分も同じ研究をしているとの

乙と。翌日研究所を訪れてコシブの発生研究の美事な写真をたくさん見せて

いただいた。そのときコシブ属の或る種類花見られる呈色反応の話もあった

が詳しく は聞かないま ま，いつか忘れてしまっていた。 とこ ろが翌年発表さ

れたLaminariadigitataの品種聞の交配に関する論文1)の別刷を贈られた

ので読んでみると，この呈色反応、にも一寸触れ，乙の反応について Norway

語で書かれた JENSEN& HAUG (1952)2)の論文を引用 しているので，その要旨

を知らせてほしいと依1現状を出した。 する と乙の手紙を .TENSEN氏に廻送し

てくれたらしく， 今は TrondheimIζ居られる JENSEN氏から英文で したた

めた要旨が去る7月 4111(.筆者の手もとに届いたので，乙とに紹介したいと

思う 次第である。

“Laminaria cloustoniのアノレカリ抽出液はHi'えてお くと褐色になるが，

L. digitataの同様の拙出液は永い間無色のままか， 僅かに黄色を呈する に

すぎない。 ζの褐色はおそらく L.cloustoniの抽出液中 lζブェノ ーノレ化合物

が存在する為と思われるので次の試薬で反応を検した。

1. ベ ンチヂン (benzidin)

話i.i駿 (25%)

水

2田 辺硝殴 ソータ (NaN02)10%水溶液

ζ の両液の等畳を使用直前lζ混合する。

5g 

~5 ml 

970 ml 

乙の試薬で処理すると L.cloustoni は直ちに濃赤色を呈するが， L. 

義北海道大学水践学部
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digitaiaはしばらくたっても僅かに黄褐色になるだけである。新鮮な藻体を

ナイフで引掻いて試薬を注ぐと切り 口がL.cloustoniでは直ちに赤く染まる

が，L. digitaiaではしばらくしてからただかすかに色が着くだけである"。

以上の呈色反応の化学変化について北大水産学部の斎藤恒行教授にお尋

ねしたところ，次のように教示を得た。

山 dinの構造式は H，N-< )-ONH20 とれにぬN02~作用させる
とdiazoniumcompoundが作られる。乙のものは一般に phenol類と反応し

て呈色反応を現わす。 従って上記試薬による コシプの呈色反応は，コ シブの

含有する phenoliccompound によるもの主思われるが， どのような性格の

phenol類であるかは不明である。

乙の呈色反応は一例で示せば次のような化学変化によって行なわれる。

とれと似た化学変化

がコシプを上記試薬で処

理した場合にも起るので

あろうと考えられる。問

題はこの赤色反応を起す

<)-NH2 + HN02 + HCQ = ~'\.. ~ 'N + 2 H，O 
a川て 叫践活鮫 J7ごntuJQ 水。;rN+COOH-C〉m/¥+HCQ 
tiJJ;ニLbm p e口f?ニ仰nd¥ 九zifJtゴーグ 厄袈

phenolic compoundがコシプの種類によって果してどの程度に含有量が異な

るのか，或は単lζ生育地の条件，藻イ本の老若，或は材料採集の時期等によっ

て含有量に変動があるのか，種類によっていつも一定している性質なのか，

という点であって今後の研究にまたねばならない。邦産のコンブ類の中で，

この呈色反応が種類の鑑別K役立つ場合があるかどうか，興味ある問題であ

ると思う。

尚，]ENSEN氏らは Norway沿岸lζ産する褐藻の一連の種類について乙

の呈色反応を研究中で，その結果は近く英文で発表の予定である由，手紙の

終りに記されている。

とのノj、文を草するに当り，上記各氏の御厚意』ζ深く感謝の意を表する。

文献

1) SUNDENE， O. (1958): Interfertility between forms of Lamillaria digitata. Nytt 

Magasin for Botanikk， 6， 121-128. 2) JENSEN， A. and HAUG， A. (1952): Fargereaks-
jon til aclskillelse av Stortare (Lamimaria Cloustoni) og Fingertare (Lamillar匂

digitata). Ticlsskr. Kemi Bergv.， 8. 
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千葉大学文理学部銚子臨海研究分室

銚子犬|決岬燈台の商南，大漁節で名高

い外川港に程近い犬若海岸に銚子市で海洋

研究所を建て， 第一期工事として 21坪の

研究室がl悶和31年3月に峻工したc 近い

将来に第二期工事が着手され，39坪の研究

室と宿舎ができ， 計 60坪の研究所になる

筈である。将来は千葉大学に寄贈されると

とが確約されているが，一応，現在は千葉

大学文理学部で銚子臨海研究分室として儲

用，雇員1名をおいて使用している。建坪21坪のブロック平屋O!，中には 10坪の実験室

2.5坪の小研究室， 2 .5 坪の宿直室がある。 f也 ~泥水ポンプ小屋 (0. 5 坪)が 11討属 している。

学生 10名位の実習には好適である。目下宿舎がないので学生実習には徒歩で 25分かかる

犬吠のユースホステルを利用しているが，2・3名で長期の研究をしたいλは宿直室に泊っ

て自炊すればよい。 銚子は波が荒いのが聖ff点であるが，岩礁が多く，海務は可成り笠富で，

千葉大学では下回の千原光磁氏の指耳主ですでに 2回の海談実習を行なったが， 130余磁の

#ïJ'dflを採集している。犬吠州lは 7 -;1 モの分布の~ýgl浪であり，またウノレシグサ，ヒパマタ ， エ

ゾイシゲ等の寒海性のものが打ち上げられた記録があり， algal日oraとしてはおもしろい

所であると思う。使用申し込みは，千葉市小仲台/10'，千葉大文理学部事務長宛，銚子|柑近

の材料 ・状況の問い合わせは，銚子市犬若II!J，千葉大臨海研究分室，高木仁平宛。向案内

のパンフ レットがあり ます。 (西田誠)

新著紹介

Bruno SCI-!USSNIG: Hancl buch cler Protophytenkuncle Bancl II. Eine vergleichencl-

morphologische uncl biologische Darstellung cler niecleren Pflanzen fur Biologen， 

Mecliziner llncl Lanclwirte: Mit 880 Abbilclung巴nin Text. X 1144 Seiten Grosoktav. 

1960. Ganzleinen. 137.50 DM. Verlag Gustav Fischer J巴na

ブルノ ー・シュスニ ヒ若:原生植物のハンド・ブック 第2巻，生物学，医学およ

び段学の人々のための，下等植物の比i絞形態学的および生物学的記述，挿図 880，1144資，

8 -;1切判， クロス装l協，1960年発行，発行所グスターフ・フィシ+ー，価絡 137.5ドイツ

7)レク。

との著書は，ス タップ (STAPP)博士が機能的，動的形態学の観点から記述した原生植

物学の大著であると紹介しているように，有名なフリッテュの“務類の構造と生殖"をし

のぐ，独乙諮の大冊で，菌類と務類の比較発生形態学および係官学の総合記述書である。
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第一撃はキネトーム (Kinetom)で， 特に中心{本の;!j'li造や運動性各種胞子の繊毛およ

び鞭毛の構造やでき方を比I1変記載し，最近の電子顕微鋭的研究を多く紹介し，中には我国

の佐藤正ーの率勅藻の精虫の写真も載っている。

第二主主はコンドリオーム (Chondriom)の形態と椛巡で， 我国の篠原の Mycobac-

teriurrtのミトコンドリアの写真も引用されている。

第三章は色素体 (Plastidom)の記述で，タオヤギソウやアサクサノリの色素体の写真

も見られ，フンク (FUNK)や自身の研究が多三盛られ，更にウオ Jレケン (WOLKEN)の電

子顕微鋭的多 くの仕事が紹介されている。更t巴ピ レノイド (Pyrenoicl)については，古典

的な研究の他に，自身の研究を多く加えて解明してお 9.，限点の構造にも論及している。

第四主主は空胞 (Vacuom)で， 第五章はYロプラズマ， 第六章は原生植物の外膜構造

の紹介で， 特にハJレダJレ(HALDAL)の Syracos，ρhaeraの電子顕微鏡写真は見事なもので

ある。細胞膜の構造では奥野春雄の研究も引用されている。

第七撃は細胞の形態発生で，先ず生長の数値的解明から高分子佑学的説明も行ない，

更に細胞のj曽加，分裂，接合と論及している。

第八主主は無性生殖で，先ず~i類および菌類のゴニディア (Gonidia) について詳述し ，

更に菌類の子誕および担子の各種胞子について各論的に述べ， 務類の胞子ではドリュ ー

(DREW)の細胞学的研究も引用している。最後にバクテリ アの ものについて述べている。

特にシオグサの X.y性染色体のオリジナルの研究も発表 している。 また山田と神田のア

オノリの研究も紹介されており，故阿部広五郎，江本議数， 広瀬弘幸，猪野俊平，草野，

西林長朗等の研究が引用 されている。

第九主主は*養生殖および繁殖で，先ず菌類から述べ，務類に及んでいる。

第十主主は有性生殖でs先ず謀類，あとで菌類の説明をしている。 山田と斎藤のヒトエ

グサの図も出ている。力 サノリ属，イワズタ属<)レ属などの自身の調Jl飽学的研究も発表

している。 また阿部のウ Jレングサ属，有¥1聞のコンブ悶， 山内繁雄のフークス属， 国技v~t の

アカモク，千原光雄の緑藻，広江と猪野の市ンタワラ同，猪野と広江のヒジキ属，猪野と

西林のワ カメ属，松市Iーと権j燥の Peziza，三宅と国校のアオサj兎， 西林のコンブ属，岡

部作ーのアカモク，EEI原正人のスギモク腐についての研究など，日本泌類学会々員の多く

の仕事が，調1I大も らさず紹介されており ，著者の文献に対する正確さと熱意に最大の敬意

が表される。

(猪野俊平と西林長朗 岡山大学理学部生物学教室)
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-寸・ 4
一品 録 事

会員移動

(/1日和:135年4月1日より 8月15日まで)

新入会 (5名)

8月15日現在会員数 328名

住所 変更 (9名)

本会廿員内藤詳三氏は去る 4月12日逝去されました。乙 ζに謹しんで哀悼の

なを表します。

日本秘類学会
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定規稿投

会員諸君から大体次の事柄を御含みの上投稿を期待します。

藻類i乞関する小論文(和文)，綜説，論文抄録，雑録等。

原稿掲載の取捨，掲i般の順序，体裁及び校正は役員会l乞一任のと と。

3. 別刷の費用は著者負担とする。但し小論文，綜説，総合抄録に限りその 50部分

の費用は会にて負担する。

4. 小論文，綜説，総合抄録は 400字詰原稿用紙12枚位迄，其他は同上6枚位迄を

限度とし図版等のスペースは此の内に含まれる。

向小論文，綜説Iz:.限り.欧文E耳目及ぴ本文半頁以内の欧文摘要を付する乙と。欧文

は成る可く，英，独語を用うる乙と。

原稿は平仮名混り， 15立Aとしなるべく 400字詰原稿用紙を用うる乙と。

1. 

2. 

会計叉は編集幹

5. 

向学会に関する通信ーは，札幌市北大理学部組物学教室内本会庶務，

l.fI宛とし幹事の倒人名は一切使用Ilぬよう特Iz:.注意の乙と。
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